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昨年11月、熊本県下の温泉ホテルで起きた元ハンセン病患者の宿泊
拒否事件に対して石川県保険医協会は、いわれなき差別行為であり重大
な人権侵害であると抗議声明を出し、当該ホテルを始め行政各機関や報
道機関に送付した。全国的には、協会関係では熊本協会や保団連の抗議
声明の他は、特に具体的な行動はなかったようだ。 
われわれの抗議声明は、石川県保険医協会が「人権」について学び、
人権問題に取り組んでいこうと言うわれわれの大きな気概を示す、ささ
やかな実践活動の第一歩であったので報告する。 
小泉構造改革が単に健保法の改悪にとどまらず、年金、介護、雇用な
どすべての公的保険制度で支給削減・保険料値上げを実施し、社会保障
全体を「市場化と営利化」に作り変えようとしている現状は、憲法に定
められた人権保障に対する挑戦であると考え、われわれは昨年5月以来、
社会保障の学習会・社会保障セミナーに取り組んでいる。 
学習会は、会員を対象としゼミ形式をとり、テーマに関して一人がレ
ポートをまとめ発表し参加者で討論をする。ゼミの講師として社会保障
学者の金沢大学　井上英夫教授に指導していただいている。特に社会保
障を「人権保障」の観点からとらえ、これまで「社会保障と人権の歴史」
「薬害と人権」「ハンセン病と人権」「終末期医療と人権」などいくつ
かの医療のからんだ人権侵害事件を討論したが、なかでもハンセン病に
対する人権侵害は、現憲法下で2001年5月の熊本地裁の判決まで、強
制隔離を始め言語道断な人権侵害が長年にわたり行われてきたことを学
んだ。われわれ自身の不明を恥じると同時に、憤りも大きく、熊本の宿
泊拒否事件に対する抗議には、ゼミ参加者からの提案があり直ちに理事
会決議がなされた。 
われわれ医師が患者の人権の擁護者であると同時に、患者の人権の侵
害者にもなる立場にいることを深く認識し、今後とも医療に関わる人権
に関して学習し、特に憲法に定められた人権保障を「社会保障」の改善
運動の中で実践的に学びたいと思っている。 
＜参考資料＞石川保険医新聞2004年1月号（5～7面） 

保団連第39回定期大会発言要旨 

医療と関わる人権について 
社会保障セミナーを開催 

―ハンセン病元患者差別事件への抗議行動も─ 

【発言者】　石川県保険医協会　井沢　宏夫 
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雪の金沢から 
　  ホットな保団連大会へ 
雪の金沢から 
  ホットな保団連大会へ 

理事　大平　三四郎（金沢市・歯科） 

保団連第39回定期大会 

 

ハ
ン
セ
ン
病
差
別
事
件
の 

対
応
に
つ
い
て
報
告 

第
三
十
九
回
保
団
連
大
会

は
、
一
月
二
十
四
日
（
土
）
・

二
十
五
日
（
日
）
の
両
日
、
東

京
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

開
か
れ
た
。
今
回
の
大
会
に
は

一
緒
に
出
席
す
る
予
定
で
あ
っ

た
井
沢
宏
夫
会
長
が
、
大
雪
の

た
め
に
お
昼
出
発
の
電
車
が
ま

っ
た
く
動
か
ず
、
や
む
な
く
出

席
と
り
や
め
と
な
っ
た
。
私
は

夕
方
六
時
十
九
分
の
出
発
で
あ

っ
た
が
、
構
内
の
「
十
分
少
々

の
遅
れ
で
発
車
し
ま
す
」
と
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
い
て
ホ
ッ
と

す
る
間
も
な
く
、
越
後
湯
沢
へ

着
く
ま
で
に
約
一
時
間
半
も
遅

れ
、
結
局
、
東
京
駅
に
着
い
た

の
は
午
前
０
時
を
回
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
た
だ
ち
に
会
場

と
な
る
ホ
テ
ル
に
入
り
、
床
に

就
い
た
の
は
夜
中
の
一
時
過
ぎ

で
あ
っ
た
。

翌
朝
、
大
会
は
定
刻
に
始
ま

っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
石
川
協

会
は
発
表
者
の
井
沢
会
長
が
欠

席
し
た
た
め
、
文
書
発
言
に
な

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、「
小
泉

構
造
改
革
は
、
健
保
法
の
改
悪

に
始
ま
り
、
年
金
、
介
護
、
雇

用
な
ど
社
会
保
障
全
体
を
『
市

場
化
と
営
利
化
』
へ
突
き
進
ま

せ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
対
す

る
べ
く
当
協
会
で
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
人
権
保
障
の
観

点
か
ら
、
昨
年
来
、
社
会
保
障

の
学
習
会
・
社
会
保
障
セ
ミ
ナ

ー
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
会

保
障
を
人
権
保
障
の
観
点
か
ら

捉
え
、
同
時
期
に
社
会
的
問
題

に
な
っ
た
熊
本
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
へ
の
差
別
事
件
に
対
し
て

も
直
ち
に
理
事
会
決
議
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
理
事
会
ア
ピ
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禁煙セミナー 
サタデイナイトセミナーのご案内 

禁煙セミナー 
禁煙支援は家庭・学校・職場・地域が一番、歯科・小児科が援軍で、成人医科は最後の砦 

講　　師 服部　　真氏 
（城北病院副院長） 

参加対象 

横矢喜代恵氏 
（城北病院保健師） 

歯科医師、医師 
スタッフ 参　加　費 無料 

開催日時 2月21日（土） 
午後7時～午後9時 

開催場所 都ホテル 5階 能登の間 
（JR金沢駅正面、TEL. ０７６-２６１-２１１１） 

（　　　　　　） 非会員医療機関からの参加は、 
おひとり5,000円 

◎1月24日の出席申し込みをされた方は、 
　今回の申し込みは不要です。 TEL. ０７６（２２２）５３７３ FAX. ０７６（２３１）５１５６ 
本セミナーは1月24日に開催予定でしたが、大雪のために変更になったものです。 

 

開
業
医
宣
言
の
価
値
を 

今
後
も
実
践
す
る
た
め
に 

各
県
か
ら
の
発
言
で
は
、
特

に
昨
年
六
月
に
保
団
連
が
発
表

し
た
「
医
療
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
対
し
、
も
っ
と
簡
潔
に
理
解

し
や
す
い
内
容
を
と
述
べ
ら
れ

た
埼
玉
代
表
の
発
言
が
印
象
に

残
っ
た
。
昨
年
の
衆
議
院
選
挙

で
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
選
挙
で
も

論
じ
ら
れ
た
が
、
政
策
を
国
民

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
表
現
を
分
か
り
や
す
く
、

内
容
は
具
体
的
に
か
つ
簡
潔
に

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と

は
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。

当
協
会
で
も
、
昨
年
の
理
事

会
で
「
医
療
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
関
す
る
議
論
を
行
っ
た
が
、

そ
こ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

出
さ
れ
、
財
源
問
題
や
国
民
の

負
担
割
合
に
は
異
論
が
続
出
し

た
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
本
年

の
二
月
に
開
催
さ
れ
る
石
川
協

会
総
会
記
念
講
演
で
は
、
金
沢

市
出
身
の
保
団
連
政
策
部
長
の

津
田
光
夫
氏
に
「
医
療
構
造
改

革
と
保
団
連
の
医
療
改
革
ビ
ジ

ョ
ン
に
つ
い
て
」
の
講
演
を
依

頼
し
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ム
リ

ー
な
企
画
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
岩
手
協
会

の
代
表
か
ら
意
見
と
し
て
出
さ

れ
た
「
医
療
人
の
資
質
向
上
の

提
言
」
は
耳
が
痛
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
医
療
改
革
提
言
と
し

て
は
実
に
重
要
な
内
容
で
あ
っ

た
。保

団
連
が
一
九
八
九
年
に
発

表
し
た
開
業
医
宣
言
で
は
、
医

療
人
と
し
て
常
に
医
学
お
よ
び

周
辺
学
術
の
研
鑽
に
つ
と
め
る

べ
き
云
々
を
う
た
っ
て
い
る
。

昨
今
、
医
療
人
に
よ
る
不
祥
事

が
社
会
的
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
増
加
し
て
い
る

が
、
わ
れ
わ
れ
医
療
人
が
自
ら

の
研
鑽
と
自
浄
化
政
策
を
提
言

す
る
こ
と
で
、
国
民
の
期
待
と

自
ら
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら

れ
た
。

昨
年
十
二
月
に
厚
生
労
働
省

と
日
医
か
ら
医
療
人
の
資
質
向

上
の
た
め
の
ア
ピ
ー
ル
が
あ
っ

た
が
、
そ
れ
に
は
卒
後
医
学
教

育
の
義
務
化
や
生
涯
研
修
そ
し

て
医
師
免
許
の
更
新
制
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
こ
う
し

た
自
浄
策
に
つ
い
て
、
保
団
連

も
国
民
に
分
か
り
や
す
い
形
で

提
言
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ー
ル
と
し
て
採
択
し
、
関
係
当

局
に
抗
議
を
申
し
入
れ
た
」
と

い
う
も
の
。（
右
下
記
参
照
）

10万人会員をめざす保団連第39回定期総会
（1月24・25日／東京・都市センターホテル）
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ど
う
な
る
日
本
の
医
療 

会
長
　
井
沢
　
宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
） 

●
保
団
連
全
国
会
長
・
理
事
長
懇
談
会 

地
方
の
活
動
で
国
民
の
理
解
を 

賛
否
両
論
あ
る
も
の
の
、

聖
域
な
き
構
造
改
革
と
か
い

う
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
業
種
で

進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
保

団
連
の
主
張
は
政
府
の
方
針

に
反
対
し
、
医
療
改
悪
阻
止

が
中
心
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
た
だ
反
対
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
な
ぜ
医
療
が
守
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張

で
き
る
の
か
、
農
業
や
製
造

業
な
ど
の
他
業
種
か
ら
我
田

引
水
と
揶
揄
さ
れ
な
い
『
根

拠
』
を
前
面
に
出
し
て
訴
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
…
ど
ん
な
職
種
で

あ
れ
、
す
べ
て
の
人
に
平
等

に
共
通
す
る
も
の
は
職
業
に

付
随
す
る
性
格
で
な
く
、
人

間
に
付
随
す
る
『
健
康
・
病

気
』
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

点
。
病
気
・
医
療
制
度
に
も

っ
と
も
精
通
し
、
良
識
あ
る

と
自
負
す
る
団
体
が
国
民
に

向
け
て
提
案
し
て
い
る
と
い

う
点
。

次
に
は
、
現
在
進
行
形
の

医
療
改
革
に
は
問
題
が
多

く
、
受
診
抑
制
を
引
き
起
こ

し
、
国
民
の
健
康
被
害
の
拡

大
が
あ
る
点
…
な
ど
で
あ
ろ

う
。し

か
し
、
全
国
保
険
医
新

聞
で
は
『
患
者
負
担
増
、
医

療
経
営
と
国
民
医
療
の
危

機
』
等
と
紙
面
に
小
見
出
し

が
並
ぶ
も
の
の
、
最
重
要
視

点
で
あ
る
『
健
康
被
害
』
の

具
体
的
話
が
大
々
的
に
全
国

紙
で
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な

昨
年
末
十
二
月
十
三
日

（
土
）
・
十
四
日
（
日
）
の
両

日
、
東
京
・
千
代
田
区
に
あ
る

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
全
国
会
長
・
理
事
長
懇
談

会
が
開
か
れ
、
出
席
し
た
。

十
三
日
は
、
夕
方
よ
り
杉
岡

洋
一
先
生
（
元
九
大
総
長
・
整

形
外
科
）
の
講
演
が
あ
っ
た
。

先
生
は
、
昨
年
四
月
に
開
催
さ

れ
た
第
二
十
六
回
医
学
会
総
会

の
会
頭
記
念
講
演
に
お
い
て

「
医
療
の
経
済
効
率
優
先
の
風

潮
を
排
し
東
洋
的
価
値
観
を
大

切
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

し
さ
れ
た
が
、
今
回
は
「
日
本

の
医
療
の
将
来
」
に
つ
い
て
講

演
。講

演
要
旨
は
下
記
の
通
り
。

科
学
技
術
の
長
足
の
進
歩
は

人
類
に
恵
み
と
共
に
、
「
影
」

の
部
分
も
も
た
ら
し
た
。
森
林

の
伐
採
に
よ
る
砂
漠
化
、
工
業

の
発
展
に
よ
る
化
石
燃
料
の
大

量
使
用
が
も
た
ら
す
地
球
環
境

の
一
層
の
破
壊
が
進
行
し
て
い

る
。
農
業
の
集
約
化
に
よ
っ
て

化
学
肥
料
、
除
草
剤
、
殺
虫
剤

の
大
量
消
費
は
化
学
産
業
に
莫

大
な
富
を
も
た
ら
し
た
が
、
人

体
へ
の
悪
影
響
も
計
り
知
れ
な

い
。
養
魚
や
養
鶏
な
ど
で
の
抗

生
物
質
の
使
用
、
ク
ズ
肉
配
合

の
高
蛋
白
飼
料
を
本
来
草
食
の

乳
牛
に
食
さ
せ
た
た
め
に
生
じ

た
Ｂ
Ｓ
Ｅ
な
ど
、
人
体
へ
の
悪

影
響
は
今
な
お
未
知
数
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、
企
業
の
経
済

効
率
至
上
主
義
で
天
秤
に
か
け

ら
れ
、
安
全
性
を
無
視
し
て
進

め
ら
れ
て
い
る
。

遺
伝
子
組
み
替
え
技
術
で
、

遺
伝
子
操
作
で
発
見
さ
れ
る
新

た
な
「
生
命
」
の
誕
生
が
企
業

の
「
特
許
」
で
商
品
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。

科
学
者
は
、
未
知
の
も
の
に

対
す
る
探
究
心
に
富
ん
で
い
る

が
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
立
ち

止
ま
っ
て
見
極
め
る
勇
気
が
必

要
で
あ
る
。

現
実
の
医
療
の
問
題
を
み
る

と
、
現
在
の
日
本
の
医
療
は
ア

メ
リ
カ
の
「
弱
者
切
り
捨
て
」

の
市
場
原
理
に
毒
さ
れ
た
医
療

に
変
質
さ
れ
ら
れ
て
い
る
。
混

合
医
療
や
Ｋ
Ｋ
経
営
を
参
入
さ

せ
れ
ば
、
支
払
能
力
の
あ
る
も

の
だ
け
が
上
質
の
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
の
は
自
明
で
あ

る
。ア

メ
リ
カ
で
は
、
包
括
医
療

の
導
入
に
よ
り
、
次
第
に
治
療

方
法
の
選
択
の
幅
が
狭
く
な

り
、
医
師
の
裁
量
権
も
当
然
少

な
く
な
り
、
今
や
最
早
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
も
意
味

が
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る
。

医
療
で
の
利
潤
の
追
求
が
厳

し
く
「
管
理
医
療
」
が
徹
底
し

た
こ
と
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
の
「
安
易
な
訴
訟
」
な
ど

を
回
避
し
て
、
安
易
な
医
療
が

進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
股
関
節

骨
折
に
対
し
て
、
時
間
と
修
練

し
た
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る

「
関
節
温
存
型
手
術
」（
患
者
に

と
っ
て
は
有
益
な
方
法
）
を
実

施
せ
ず
、
わ
ず
か
二
十
歳
代
の

青
年
に
も
、
人
工
骨
頭
設
置
術

が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

少
々
の
工
夫
を
人
工
骨
頭
に
加

え
て
「
新
し
い
人
工
骨
頭
」
と

し
て
「
特
許
」
を
と
り
、
手
術

ご
と
に
パ
テ
ン
ト
代
も
収
入
に

し
て
い
る
と
い
う
。
こ
ん
な
市

場
主
義
の
医
療
制
度
は
、
日
本

に
は
馴
染
ま
な
い
。
東
洋
的
な

価
値
観
に
支
え
ら
れ
た
人
間
の

営
み
と
し
て
の
医
療
を
守
る
必

要
が
あ
る
。

以
上
で
あ
っ
た
。

翌
十
四
日
に
、
会
長
・
理
事

長
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

健
保
法
改
定
後
の
各
県
で
の

取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
、
あ
れ

だ
け
大
き
な
健
保
法
反
対
運
動

を
し
四
野
党
は
じ
め
医
師
会
な

ど
の
反
対
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
三
割
負
担
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
反
対
運
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が

あ
っ
た
。

政
府
や
マ
ス
コ
ミ
の
恣
意
的

な
医
師
不
信
を
意
図
し
た
報
道

の
中
で
、
医
師
を
中
心
と
し
た

反
対
運
動
で
は
一
般
国
民
の
間

に
「
健
保
法
改
悪
の
真
意
」
が

理
解
さ
れ
ず
浸
透
し
な
か
っ
た

点
が
あ
げ
ら
れ
た
。
患
者
ば
か

り
で
な
く
多
く
の
健
康
な
国
民

に
「
公
的
医
療
保
険
制
度
を
崩

壊
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
政

策
」
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

「
映
画
会
ジ
ョ
ン
Ｑ
と
対
話

集
会
」（
島
根
）、
医
師
会
と
提

携
し
て
前
田
ゆ
み
子
（
日
医
総

研
）
を
呼
ん
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
兵
庫
）、
市
長
を
呼
ん
で
の
シ

ン
ポ
「
医
療
の
未
来
」（
札
幌
）、

シ
ン
ポ
「
医
療
事
故
」（
熊
本
）、

シ
リ
ー
ズ
集
会
「
高
齢
者
の
償

還
払
い
」
（
京
都
）
小
集
会

「
医
療
の
値
段
を
考
え
る
」（
愛

知
）
な
ど
多
彩
な
か
た
ち
で
市

民
と
の
集
会
が
開
か
れ
て
い

る
。今

後
の
運
動
の
性
格
と
し
て

「
国
民
医
療
の
向
上
の
た
め
に

努
力
し
て
い
る
こ
と
を
態
度
で

示
し
て
い
く
活
動
」
が
大
切
で

あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
の
影
響
力
は
大
き

い
が
、
三
大
紙
は
医
療
報
道
に

関
し
て
極
め
て
か
た
く
な
な
態

度
で
あ
り
、
む
し
ろ
地
方
紙
や

地
方
版
の
報
道
に
柔
軟
性
が
認

め
ら
れ
る
。

イ
ラ
ク
戦
争
へ
の
反
対
行
動

と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
や
プ
レ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
活
動
（
愛
知
、

兵
庫
）
や
協
会
内
に
「
女
性
医

師
、
歯
科
医
師
の
会
」
を
設
立

（
愛
知
）
し
独
自
に
活
動
を
し

て
い
る
報
告
、
社
会
保
険
事
務

局
や
支
払
い
基
金
と
定
期
的
に

懇
談
（
群
馬
、
宮
城
）
し
て
い

る
県
か
ら
の
報
告
な
ど
も
あ
っ

た
。

い
。
紙
面
の
多
く
は
『
三
割

負
担
に
よ
り
受
診
率
が
落

ち
、
医
業
経
営
難
』
と
言
う

話
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
協

会
は
要
求
団
体
で
も
あ
る
か

ら
、
会
員
の
擁
護
・
経
営
改

善
策
を
求
め
る
主
張
は
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
国
民
の
視

点
に
立
て
ば
、
こ
の
論
調
は

共
感
を
得
ら
れ
な
い
も
の
だ

ろ
う
。
あ
く
ま
で
、『
医
療

改
悪
阻
止
の
運
動
』
の
基
本

は
健
康
被
害
の
証
明
で
あ

る
。
守
ら
れ
る
べ
き
は
、
医

療
制
度
で
あ
り
、
そ
の
結
果

と
し
て
の
『
国
民
の
健
康
』

で
あ
ろ
う
。

『
経
営
』
は
確
か
に
密
接

に
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う

が
、
第
一
番
で
は
な
い
。
守

ら
れ
る
べ
き
は
経
営
よ
り
も

『
患
者
の
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

権
』
で
あ
り
、『
良
質
の
医

療
』
な
ど
の
論
調
で
あ
る
は

ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、
保
団
連
が
真
摯

に
国
民
の
健
康
被
害
を
訴
え

て
も
、
そ
の
言
葉
が
素
直
に

国
民
の
耳
に
届
く
に
は
、
医

療
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な

障
害
が
あ
る
一
方
で
、
全
国

各
地
で
、
い
か
に
医
師
が
研

鑽
を
積
み
努
力
し
て
い
る
か

を
訴
え
る
こ
と
が
基
本
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
に
は
、
医
療
関

係
者
の
日
々
の
研
鑽
、
研
究

活
動
、
地
道
な
地
域
医
療
活

動
、
加
え
て
、
変
化
す
る
ニ

ー
ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
す
る

努
力
な
く
し
て
、
国
民
の
信

頼
を
得
る
こ
と
は
な
く
、
他

の
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
団
体
と

の
共
闘
も
広
が
ら
な
い
と
心

得
る
べ
き
で
あ
る
。

今
、
保
団
連
は
経
営
難
を

前
面
に
打
ち
出
す
よ
り
も
、

健
康
被
害
の
拡
大
を
一
番
に

主
張
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
事
務
局

事
務
局
の
土
曜
日
休
務

土
曜
日
休
務
の
お
知
ら
せ 

◆
事
務
局
の
土
曜
日
休
務
の
お
知
ら
せ 

こ
れ
ま
で
土
曜
日
は
午
前
中
出
務
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
週
休
二
日
制
導
入
に
よ
り
、
二
月

か
ら
土
曜
日
は
休
務
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 
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囲 

解 
答 
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（問題は10面にあります） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9
一 
二 
三 
四 
五 
六 
七 

黒
1
が
急
所
で
白
2
に
黒
3
・

5
か
ら
13
ま
で
白
死
で
す
。
白
6

で
9
は
黒
8
白
7
黒
6
で
す
。
白

2
で
6
は
黒
4
白
3
黒
7
白
5
黒

2
で
白
死
。
白
2
で
3
は
黒
10
白

6
黒
7
白
5
黒
11
で
白
死
。
初
手

1
以
外
で
は
失
敗
で
す
。
 

5

1113

7
1

4
2 8

6 10
12

9
3

2
四
桂
、
同
銀
、
2
一
飛
成
、
同
玉
、

3
二
金
、
1
二
玉
、
2
二
金
、
同
角
、

2
三
金
、
2
一
玉
、
3
二
角
成
ま

で
十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
一
飛
成
、
同
玉
、
1
二

金
は
、
同
飛
が
あ
り
詰
み
ま
せ
ん
。

2
四
桂
が
の
ち
の
金
捨
て
の
た
め

の
下
準
備
で
す
。
同
銀
に
2
一
飛

成
と
金
を
取
り
、
3
二
金
か
ら
2

二
金
と
捨
て
る
の
が
好
手
順
で
す
。

先
に
2
四
桂
と
捨
て
て
い
な
い
と
、

同
銀
が
あ
り
詰
ま
な
く
な
り
ま
す
。

な
お
同
角
で
は
、
同
玉
と
し
て
も

正
解
で
す
。 

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

平田　米里（野々市町・歯科） 

会 

員 

投 

稿 
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2004年1月31日 

石川県介護保険審査会における裁決の状況 
（審査期間　1999年10月～2004年1月） 

【用語の解説】 

審査請求＝現処分をした行政庁以外の行政庁（上級行政庁や第三者機関）に対してする行

政不服申立て 

裁　　決＝審査請求に対する審査庁の最終判断 

却　　下＝審査請求が不適法である場合に、これを退ける裁決 

認　　容＝審査請求に理由がある場合に、現処分を取り消す裁決 

棄　　却＝審査請求に理由がない場合に、これを退ける裁決 

（注１）要介護認定関係の「認容」5件の内訳は内灘町 4件と鶴来町１件。このうち内灘町3件

及び鶴来町１件の審査請求は「介護保険オンブズパーソン」が支援した。 

（注２）要介護認定関係の「棄却」2 件のうち１件は金沢市住民の審査請求であり、「介護

保険オンブズパーソン」が支援した。 

＊上記の裁決状況は、石川県長寿社会課の提供資料にもとづき、保険医協会が作成した。 

裁決件数 

8

150 

（うち集団142） 

審査請求件数 区　分 取り下げ 

010

155 

（うち集団144） 

5 

（うち集団2） 

審査中 

0

158 2

要介護認定関係 2

合　計 

保 険 料 関 係  

165 5

認　容 却　下 棄　却 

5（注1） 

区　分 

0

1 8

158

150 

（うち集団142） 

計 

149

要介護認定関係 

合　計 

保 険 料 関 係  

54

2（注2） 

3 

（うち集団1） 

147 

（うち集団141） 

イ、審査請求の状況 単位：件 

単位：件 ロ、裁決の内訳 

要
介
護
認
定
に
関
す
る
審
査
請
求
で
、

要
介
護
認
定
に
関
す
る
審
査
請
求
で
、 

再
認
定
、

再
認
定
、
更
新
認
定
と
も

更
新
認
定
と
も 

「
認
容
」

「
認
容
」
裁
決
裁
決 

要
介
護
認
定
に
関
す
る
審
査
請
求
で
、 

再
認
定
、
更
新
認
定
と
も 

「
認
容
」
裁
決 

事
務
局
長
　
神
田
　
順
一 

!

介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
（
以
下
介
護
保
険
Ｏ
Ｐ
と
略

す
、
事
務
局：

石
川
県
保
険
医

協
会
）
が
支
援
し
て
き
た
内
灘

町
住
民
（
女
性
・
七
十
一
歳
）

の
審
査
請
求
二
件
で
、
石
川
県

介
護
保
険
審
査
会
は
一
月
十
五

日
、
相
次
い
で
「
認
容
」
の
裁

決
を
出
し
た
。
裁
決
結
果
は
、

審
査
請
求
人
の
主
張
を
認
め
、

内
灘
町
の
原
処
分
を
取
り
消
す

と
い
う
内
容
。
こ
れ
で
介
護
保

険
Ｏ
Ｐ
が
支
援
し
た
審
査
請
求

事
例
で
は
四
件
連
続
し
て
「
認

容
」
裁
決
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
な
る
。【
石
川
県
介

護
保
険
審
査
会
の
採
決
状
況
一

覧
（
左
）
を
参
照
】

今
回
の
審
査
請
求
の
二
件

は
、
審
査
請
求
人
が
同
一
で
あ

り
、
う
ち
一
件
は
石
川
県
介
護

保
険
審
査
会
の
「
原
処
分
の
取

り
消
し
」
の
裁
決
（
二
〇
〇
三

年
七
月
十
五
日
付
）
を
受
け
て

内
灘
町
が
認
定
を
や
り
直
し
た

「
再
認
定
」
の
処
分
で
あ
り
、

も
う
一
件
は
有
効
期
間
（
六
カ

月
）
満
了
に
伴
う
「
更
新
認
定
」

の
処
分
で
あ
る
。

「
再
認
定
」
の
処
分
に
対
す

る
再
度
の
審
査
請
求
は
全
国
的

に
も
稀
で
、
介
護
保
険
Ｏ
Ｐ
で

は
、
県
介
護
保
険
審
査
会
事
務

局
で
あ
る
県
長
寿
社
会
課
と
の

懇
談
や
、
処
分
庁
で
あ
る
内
灘

町
と
の
事
前
懇
談
を
行
い
、
慎

重
に
検
討
し
た
う
え
で
審
査
請

求
を
支
援
し
た
事
例
で
あ
る
。

以
下
概
要
を
報
告
す
る
。

今
回
の
請
求
事
例
は
、
以
前

に
一
年
九
カ
月
間
も
（
要
介
護

３
）
の
認
定
を
受
け
て
い
た
住

民
が
更
新
認
定
で
（
要
介
護
１
）

に
な
っ
た
こ
と
を
不
服
と
し
て

審
査
請
求
し
、
昨
年
七
月
に
県

介
護
保
険
審
査
会
の
「
認
容
」

裁
決
を
得
た
が
、
そ
の
後
の

「
再
認
定
」
お
よ
び
「
更
新
認
定
」

で
、
い
ず
れ
も
（
要
介
護
２
）

と
判
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

再
び
県
介
護
保
険
審
査
会
に
裁

決
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

最
初
の
審
査
請
求
で
は
訪
問

調
査
員
の
認
定
調
査
の
不
備
、

一
次
判
定
の
問
題
点
が
焦
点
に

な
り
、今
回
の
審
査
請
求
で
は
、

認
定
調
査
項
目
の
特
記
事
項
の

記
載
方
法
お
よ
び
そ
の
記
載
内

容
を
二
次
判
定
で
ど
の
よ
う
に

考
慮
す
る
の
か
が
焦
点
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
二
次
判
定
が
公

平
、
公
正
に
行
わ
れ
た
か
を
検

証
す
る
た
め
に
、
審
査
請
求
を

通
じ
て
内
灘
町
介
護
認
定
審
査

会
の
議
事
録
を
入
手
し
た
こ
と

が
決
め
手
に
な
っ
た
。

「
再
認
定
」
に
対
す
る
裁
決

で
は
、
特
記
事
項
の
内
容
か
ら

通
常
の
例
に
比
べ
て
長
い
（
短

い
）
時
間
を
要
す
る
と
判
断
さ

れ
る
場
合
、
介
護
認
定
審
査
会

は
こ
れ
ら
を
考
慮
の
う
え
二
次

判
定
を
行
う
こ
と
が
妥
当
と
認

め
た
。
私
た
ち
が
指
摘
し
た

「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
に
か
か
る

介
護
の
手
間
」
お
よ
び
認
定
調

査
項
目
で
あ
る
「
両
足
で
の
立

位
保
持
」
「
移
乗
」
「
口
腔
清

潔
・
洗
顔
・
整
髪
」
の
三
項
目

の
特
記
事
項
に
つ
い
て
、
十
分

議
論
し
た
う
え
で
二
次
判
定
す

べ
き
で
あ
る
が
、
内
灘
町
介
護

認
定
審
査
会
で
は
十
分
議
論
さ

れ
た
と
は
確
認
で
き
な
い
た

め
、
再
度
審
査
判
定
す
べ
き
と

し
た
。

「
更
新
認
定
」
に
対
す
る
裁

決
で
は
、
私
た
ち
が
主
張
し
た

「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
は
二
次
判

定
で
介
護
の
手
間
と
し
て
勘
案

さ
れ
る
」、「
イ
ン
ス
リ
ン
注
射

に
か
か
る
介
護
の
手
間
を
、
在

宅
と
入
院
で
分
け
る
考
え
方
は

妥
当
で
な
い
」
こ
と
を
厚
生
労

働
省
の
見
解
を
援
用
し
て
認
め

た
。
内
灘
町
介
護
認
定
審
査
会

で
は
、
入
院
の
場
合
に
は
考
慮

し
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
誤
っ

た
見
解
の
も
と
で
、
二
次
判
定

が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
原
処

分
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
是
正
す

べ
き
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
再
認
定
、
更

新
認
定
と
も
原
処
分
が
取
り
消

し
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
内
灘

町
は
再
々
認
定
を
求
め
ら
れ
る

異
例
の
事
態
に
な
っ
た
。
介
護

保
険
Ｏ
Ｐ
で
は
、
す
べ
て
の
市

町
村
に
お
い
て
公
平
、
公
正
な

認
定
審
査
と
な
る
よ
う
、
今
後

も
監
視
の
目
を
強
め
て
い
き
た

い
。

『保険医の経営と税務（2004年版）』 『保険医の経営と税務（2004年版）』 
ご希望の会員に 

進呈 
医業に係わる確定申告の実務書として、また、医療を守る立場から、激変する税務情

勢を鮮明にし、これを医業経営に生かせるようにと、今年も改訂版が発行されました。 

１章の医業所得の計算も、フローチャートなどにより、申告、調査の流れを詳しく解

説しています。2004年版は消費税法の改正点を分かりやすく解説してあります。 

主な内容 
■確定申告のポイント 
■第1章　医業所得の計算 
■第2章　開業・承継・閉院 
■第3章　相続税・贈与税 
 

■第7章　消費税 
■第8章　地方税 

※ご希望の会員には1冊無料でお送りします。 
　FAX・E-mailでお申し込み下さい。 

B5判・148頁　定価1,500円 

■お申し込みは協会事務局までFAXで。 

 FAX（076）231‐5156 TEL（076）222‐5373 E-mail： ishikawa-hok＠doc-net.or.jp

■第4章　医療法人 
■第5章　共済制度と税金 
■第6章　スタッフの税務と 
　　　　  給与実務の留意点 
 

先着３００人様 
（締切 ： 2月末日） 

訂正とお詫び 訂正とお詫び 
本紙新年号の3面カコミ「保険審査通信」

内および4面カコミ「保険医の経営と税務」
内に記載しましたE-mailアドレスが間違っ
ていました。下記の通り訂正し、お詫びい
たします。 
なお。『保険医の経営と税務』を新年号

記載のE-mailアドレスでお申し込みの方は、
恐れ入りますが、電話でかまいませんので、
再度、お申し込みください。お手数をおか
けして申し訳ありません。 

（誤）iskw-hok@doc-net.or.jp 
（正）ishikawa-hok@doc-net.or.jp

【記】 



（5）2004年２月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第382号石 川 保 険 医 新 聞

昨年８月に開かれた石川NGO介護保険シンポジウムで
パネリストを務める橋本明夫弁護士

● 連 絡 先 ● 

行
政
組
織
の
問
題
を
考
え
て 

委員会事務局 
石川県保険医協会内 
電話  076（222）5373

国際高齢者年・石川NGO 
介護保険オンブズパーソン 

その33

社
会
保
障
裁
判
に
携
わ
る
弁
護
士 

弁
護
士
　
橋
本
　
明
夫
 

国
際
高
齢
者
年
・
石
川
N
G
O
 

介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
 

今
月
は
、
国
際
高
齢
者
年
・
石
川
Ｎ
Ｇ
Ｏ
介
護
保
険
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
委
員
会
（
事
務
局
・
石
川
県
保
険
医
協
会
）

の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
一
人
、
橋
本
明
夫
弁
護
士
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
同
委
員
会
が
か
か
わ
る
介
護
保
険
の
審
査
請
求

に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
四
件
の
「
認
容
」
裁
決
を
得
る
な
ど
、

石
川
県
に
お
け
る
橋
本
弁
護
士
の
活
躍
は
著
し
く
、
石
川
県

の
社
会
保
障
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

新
年
早
々
、「
社
会
保
障
の

分
野
に
お
け
る
権
利
救
済
」
と

の
テ
ー
マ
で
学
生
に
講
演
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
対
象
は
関

西
の
某
私
立
大
学
社
会
学
部
の

地
域
福
祉
学
科
と
臨
床
福
祉
学

科
の
二
回
生
約
百
八
十
人
で
、

将
来
は
福
祉
の
分
野
に
就
職
す

る
人
も
多
い
と
聞
い
た
。

題
材
と
し
て
は
、
私
が
弁
護

士
三
年
目
の
一
九
九
〇
年
に
社

会
保
障
の
分
野
で
初
め
て
出
会

っ
た
事
件
で
あ
る
宮
岸
年
金
訴

訟
（
老
齢
と
障
害
の
年
金
の
併

給
調
整
の
当
否
、
過
誤
払
い
年

金
の
返
還
の
要
否
が
問
題
と
な

っ
た
事
件
）
と
、
昨
年
最
高
裁

で
勝
訴
確
定
し
た
高
生
活
保
護

訴
訟
（
心
身
障
害
者
扶
養
共
済

年
金
の
収
入
認
定
が
違
法
と
さ

れ
た
事
件
）
と
を
主
と
し
、
最

近
の
介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
で
の
活
動
、
介
護
保
険
審

査
会
で
の
審
査
請
求
「
勝
利
」

の
こ
と
に
も
少
し
触
れ
た
。
法

律
論
に
は
触
れ
ず
（
二
訴
訟
と

も
法
律
論
は
学
者
さ
ん
任
せ
だ

っ
た
の
で
未
だ
に
分
か
ら
な

い
？
）、
ま
ず
、
各
事
件
に
取

り
組
む
中
で
の
私
の
驚
き
・
発

見
に
つ
い
て
述
べ
た
。
驚
き
や

発
見
の
一
つ
は
、
裁
判
の
原
告

と
な
っ
た
宮
岸
さ
ん
や
高
さ
ん

の
意
志
の
強
さ
で
あ
り
、
一
つ

は
、
社
会
保
障
に
か
か
わ
る
行

政
の
、
窓
口
も
そ
の
背
後
も
含

め
た
お
か
し
さ
で
あ
り
、
一
つ

は
、
知
り
合
っ
た
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
凄
さ
で
あ

る
。宮

岸
さ
ん
は
年
金
行
政
当
局

（
社
会
保
険
庁
）
の
ミ
ス
に
よ

り
五
年
間
、
老
齢
と
障
害
の
二

年
金
が
併
給
調
整
さ
れ
ず
全
額

併
給
受
給
し
て
い
た
と
こ
ろ

（
併
給
開
始
当
初
、
窓
口
担
当

者
は
宮
岸
さ
ん
に
対
し
併
給
受

給
で
き
る
と
言
明
し
て
い
た
）、

五
年
後
の
一
九
九
〇
年
に
た
ま

た
ま
過
払
い
が
発
見
さ
れ
、
行

政
か
ら
過
払
年
金
の
全
額
返
還

を
突
然
求
め
ら
れ
た
。し
か
も
、

行
政
は
過
払
い
分
の
強
制
的
返

還
を
企
図
し
、
発
見
後
の
各
支

払
期
の
年
金
支
給
額
を
返
還
用

に
大
幅
に
削
っ
て
き
た
た
め

（
内
払
調
整
）、
宮
岸
さ
ん
は
生

活
保
護
を
受
け
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
。
行
政
の
ミ
ス
に
翻
弄

さ
れ
た
宮
岸
さ
ん
で
あ
る
が
、

決
し
て
諦
め
ず
、
年
金
行
政
に

対
し
、
お
か
し
い
と
言
い
続
け

た
。
宮
岸
さ
ん
は
、
今
さ
ら
の

返
還
請
求
は
お
か
し
い
、
そ
も

そ
も
老
齢
と
障
害
の
年
金
は
二

つ
と
も
支
給
さ
れ
る
べ
き
だ
と

闘
っ
た
。

そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
相

談
に
乗
っ
た
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
存
在
で
あ
る
。
行

政
レ
ベ
ル
で
の
不
服
申
立
て
で

あ
る
審
査
請
求
が
開
始
さ
れ
、

学
者
さ
ん
を
通
し
て
私
を
含
め

て
弁
護
士
も
引
き
ず
り
込
ま
れ

た
。
審
査
請
求
、
再
審
査
請
求

と
取
り
組
む
中
で
、
事
件
に
取

り
組
む
人
の
輪
が
広
が
っ
た
。

年
金
問
題
研
究
会
と
い
う
社
会

保
障
に
関
す
る
各
種
事
件
に
取

り
組
み
つ
つ
、
勉
強
も
す
る
会

が
発
足
し
た
（
宮
岸
さ
ん
の
件

は
行
政
レ
ベ
ル
で
は
解
決
せ

ず
、
訴
訟
に
至
り
、
残
念
な
こ

と
に
控
訴
審
の
途
中
の
一
九
九

九
年
に
宮
岸
さ
ん
は
亡
く
な
ら

れ
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
行
政

に
よ
る
過
払
金
の
返
還
請
求
を

封
じ
る
形
で
の
和
解
が
社
会
保

険
庁
と
訴
訟
承
継
を
し
た
宮
岸

さ
ん
の
奥
さ
ん
と
の
間
で
成
立

し
終
結
し
た
）。

実
践
的
な
年
金
問
題
研
究
会

の
存
在
と
人
の
輪
は
、
高
眞
司

さ
ん
の
事
件
を
埋
も
れ
さ
せ

ず
、
審
査
請
求
を
経
て
訴
訟
に

踏
み
切
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
。
重
度
の
障
害
を
も
つ
高
さ

ん
の
将
来
を
心
配
し
て
母
親
が

生
前
掛
け
金
を
納
め
て
い
た
こ

と
に
よ
る
月
額
二
万
円
の
上
記

年
金
に
つ
い
て
、
金
沢
市
・
厚

生
労
働
省
は
生
活
保
護
支
給
に

際
し
て
収
入
認
定
し
、
本
来
は

常
時
介
護
が
必
要
な
高
さ
ん
に

と
っ
て
の
介
護
の
た
め
の
貴
重

な
財
源
を
奪
っ
た
。
高
さ
ん
は

お
か
し
い
と
言
い
続
け
、
審
査

請
求
か
ら
十
年
を
経
た
昨
年

（
二
〇
〇
三
年
）、
最
高
裁
で
収

入
認
定
は
違
法
と
す
る
画
期
的

な
裁
判
が
つ
い
に
確
定
し
た
の

で
あ
る
（
介
護
の
絶
対
的
不
足

は
昨
年
か
ら
の
支
援
費
制
度
の

下
で
も
変
わ
ら
ず
、
高
さ
ん
は

新
た
に
支
援
費
訴
訟
を
提
起
し

て
い
る
）。

講
演
で
は
、
結
び
と
し
て
、

福
祉
関
係
に
進
む
学
生
も
多
い

と
の
情
報
を
念
頭
に
、「
行
政

を
信
じ
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ

は
（
個
々
の
行
政
担
当
者
に
つ

い
て
）
人
間
不
信
に
な
れ
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
組
織
と
し

て
の
行
政
の
問
題
性
を
考
え
て

行
政
を
批
判
的
に
見
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」「
も
し

行
政
に
就
職
し
た
な
ら
ば
、
信

じ
ら
れ
る
行
政
担
当
者
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

学
生
か
ら
は
「
行
政
は
、
そ

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
宮
岸
さ
ん

や
高
さ
ん
が
困
る
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
」「
裁
判
に
そ
ん

な
に
時
間
が
か
か
る
の
を
改
め

ら
れ
な
い
の
か
」
な
ど
、
当
然

の
疑
問
が
出
さ
れ
た
。
後
の
点

に
つ
い
て
私
は
、
裁
判
所
（
官
）

の
側
の
問
題
点
や
社
会
保
障
の

分
野
の
特
殊
な
法
律
論
の
困
難

性
や
最
近
の
裁
判
迅
速
化
法
の

こ
と
は
指
摘
で
き
る
も
の
の
、

も
っ
と
早
く
や
れ
な
か
っ
た
の

か
と
自
問
自
答
し
、
返
答
困
難

で
あ
っ
た
。

講
演
で
一
つ
言
い
残
し
た
の

は
、
二
つ
の
「
十
年
裁
判
」
を

私
た
ち
が
続
け
ら
れ
た
の
は
、

会
議
の
後
な
ど
に
「
同
志
」
と

学
生
た
ち
も
誘
っ
て
よ
く
酒
を

と
も
に
し
、
高
さ
ん
た
ち
と
も

飲
ん
で
、
そ
れ
が
楽
し
く
て
活

力
に
な
っ
た
こ
と
、
特
に
高
訴

訟
の
勝
利
の
美
酒
は
格
別
で
あ

っ
た
こ
と
で
、
飲
兵
衛
と
誤
解

さ
れ
て
は
困
る
と
思
い
あ
え
て

講
演
で
は
触
れ
な
か
っ
た
。

福
祉
を
学
ぶ
学
生
に 

権
利
救
済
を
講
演 

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
長

が
、
個
別
指
導
の
公
平
性
・

客
観
性
を
確
保
す
る
た
め
に

作
成
し
た
「
指
導
結
果
事
項

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
不

開
示
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
請

求
人
の
岡
山
協
会
と
社
会
保

険
庁
の
両
者
の
見
解
を
審
議

し
て
き
た
内
閣
府
情
報
公
開

審
査
会
は
、十
二
月
十
一
日
、

同
リ
ス
ト
を
開
示
（
一
部
不

開
示
）
す
る
よ
う
答
申
を
行

っ
た
。こ
の
答
申
を
受
け
て
、

社
会
保
険
庁
は
、
一
月
九
日

付
け
で
不
開
示
決
定
処
分
を

撤
回
す
る
裁
決
書
を
岡
山
協

会
に
送
付
し
て
き
た
。

社
会
保
険
庁
は
同
リ
ス
ト

の
不
開
示
理
由
と
し
て
、
①

個
別
指
導
は
検
査
に
該
当
す

る
事
務
で
あ
る
②
同
リ
ス
ト

を
公
に
す
る
と
保
険
医
等
が

不
正
な
対
策
を
講
じ
、
不
当

な
請
求
の
巧
妙
化
を
図
る
③

さ
ら
に
、
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
予
防
に
支
障
を
来
す
、
な

ど
を
理
由
に
、
不
開
示
の
正

当
性
を
主
張
し
て
い
た
。

情
報
公
開
審
査
会
は
答
申

の
中
で
、
①
個
別
指
導
は
目

的
、
事
後
の
措
置
な
ど
、
事

務
の
性
質
が
監
査
と
は
本
質

的
に
異
な
る
②
同
リ
ス
ト
を

公
に
し
て
も
事
務
の
適
正
な

遂
行
に
支
障
を
来
す
と
は
い

え
な
い
③
公
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
指
導
の
重
点
が
明

ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
保
険
医

療
機
関
等
が
不
正
な
対
策
を

施
す
こ
と
が
容
易
に
な
る
と

ま
で
は
言
え
な
い
④
法
第
五

条
四
号
（
＝
犯
罪
の
防
止
）

の
該
当
性
に
つ
い
て
は
「
判

断
す
る
ま
で
も
な
い
」
と
、

社
会
保
険
庁
の
主
張
を
明
解

に
退
け
た
。

た
だ
し
、
情
報
公
開
審
査

会
の
答
申
で
は
、「
過
去
に

お
け
る
指
導
等
の
経
験
上
、

不
適
切
な
場
合
が
多
い
と
考

え
ら
れ
る
着
眼
点
」
の
内
、

自
主
返
還
や
監
査
の
実
施
に

つ
な
が
る
部
分
に
つ
い
て
は

不
開
示
を
容
認
す
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
保
険
診
療
の

向
上
を
図
る
た
め
に
上
記
の

事
例
こ
そ
、
有
益
な
情
報
で

あ
り
、
そ
の
内
容
を
開
示
し

な
け
れ
ば
行
政
の
責
任
を
果

た
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

今
回
の
答
申
は
不
十
分
さ

が
あ
る
も
の
の
、「
両
院
の

同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大

臣
が
任
命
」（
情
報
公
開
法

第
二
十
三
条
）
し
た
第
三
者

機
関
が
社
会
保
険
庁
の
主
張

を
退
け
、
保
険
医
協
会
・
保

団
連
の
こ
れ
ま
で
の
指
導
改

善
運
動
の
正
当
性
を
法
的
に

も
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ

た
。石

川
協
会
で
も
毎
年
五
月

に
、
石
川
社
会
保
険
事
務
局

に
個
別
指
導
に
関
す
る
行
政

文
書
の
開
示
請
求
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
上
記
の

「
指
導
結
果
事
項
の
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
も
請
求
項
目
に

追
加
す
る
予
定
で
あ
る
。

岡
山
社
会
保
険
事
務
局
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
不
開
示
問
題

内閣府情報公開審議会が 

「指導に関する情報は 
  不開示に該当しない」と答申 

チェックリストは 公開 へ 



本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
終
末

期
医
療
」
に
お
い
て
、「
人
権

が
守
ら
れ
て
い
る
か
」
と
い
う

視
点
で
議
論
を
進
め
た
。

こ
の
テ
ー
マ
を
取
上
げ
た
理

由
の
一
つ
は
、
若
い
医
師
た
ち

が
終
末
期
医
療
に
お
け
る
「
人

権
の
重
さ
」を
体
得
す
る
前
に
、

昨
今
の
医
療
費
抑
制
の
風
潮
や

高
齢
者
を
邪
魔
者
扱
い
す
る

「
エ
イ
ジ
ズ
ム
」
の
流
れ
に
煽

ら
れ
て
、
安
易
に
過
少
医
療
や

医
療
の
中
止
に
走
り
、
そ
の
こ

と
が
医
療
訴
訟
や
刑
事
事
件
に

つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
す
る
か

ら
で
あ
る
。

筆
者
の
世
代
の
医
師
が
研
修

医
の
こ
ろ
は
、
「
延
命
治
療
」
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おなじみ、助言者の井上英夫金沢大学教授

財
界
の
総
本
山
で
あ
る
日
本
経
団
連
が
一
月
か
ら
始
め
る
政
党
へ
の

企
業
献
金
の
あ
っ
せ
ん
。 

相
次
ぐ
金
権
腐
敗
事
件
の
発
覚
で
、
前
身
の
経
団
連
は
一
九
九
三
年

に
中
止
し
ま
し
た
。
今
回
は
日
本
経
団
連
が
優
先
す
る
政
策
に
照
ら
し

て
各
党
の
政
策
や
実
績
を
五
段
階
で
評
価
し
、
評
価
の
高
い
政
党
に
会

員
企
業
が
日
本
経
団
連
の
「
年
会
費
相
当
額
」
（
総
額
四
十
億
円
以
上
）

を
献
金
し
ま
す
。
リ
ス
ト
ラ
で
浮
か
し
た
カ
ネ
で
政
治
買
収
？ 

 

政
府
は
、
一
九
六
七
年
以
来
の
「
武
器
輸
出
禁
止
三
原
則
」
を
見
直

そ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

三
原
則
は
①
共
産
諸
国
②
国
連
決
議
な
ど
が
輸
出
を
禁
止
し
た
国
③

国
連
紛
争
当
事
国
、
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
国
へ
の
、
武
器
や
関
連
技
術

の
輸
出
禁
止
。
政
府
は
米
国
の
「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
シ
ス
テ
ム
導
入
に

伴
い
、
日
米
で
武
器
を
開
発
す
る
上
で
三
原
則
が
支
障
に
な
る
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
一
つ
、
平
和
の
タ
ガ
が
外
さ
れ
ま
す
。 

 

あ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
の
生
産
額
全
体
に
占
め
る
海
外
生
産
額
の
割
合

の
こ
と
。 

国
際
協
力
銀
行
の
調
査
（
昨
年
十
一
月
発
表
）
に
よ
る
と
、
主
要
業

種
の
海
外
生
産
比
率
は
二
〇
〇
二
年
度
実
績
で
全
業
種
平
均
二
五
・
九

％
で
、
二
〇
〇
三
年
度
は
二
七
・
六
％
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
電
機
・

電
子
は
二
〇
〇
二
年
度
は
三
八
・
六
％
、
二
〇
〇
三
年
度
は
四
割
台
に

乗
る
見
込
み
。
自
動
車
も
、
日
本
車
の
海
外
生
産
台
数
は
来
年
に
は
国

内
生
産
を
上
回
る
と
か
。 

 

国
内
消
費
向
け
の
穀
物
量
に
対
す
る
国
内
生
産
量
の
割
合
の
こ
と
（
重

量
ベ
ー
ス
、
飼
料
用
含
む
）
。
農
水
省
の
試
算
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
一

年
時
点
で
日
本
の
穀
物
自
給
率
は
二
八
％
で
、
世
界
百
七
十
三
カ
国
中
、

百
三
十
番
目
。
前
年
は
百
二
十
八
番
目
で
し
た
。 

ト
ッ
プ
は
二
七
三
％
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。
百
十
七
番
目
の
韓
国
は

三
六
％
で
し
た
。 

 

農
作
物
や
貴
金
属
、
石
油
な
ど
の
商
品
の
受
け
渡
し
を
何
カ
月
か
先

に
行
う
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
価
格
を
現
時
点
で
決
め
る
商
品
先
物
取

引
を
め
ぐ
る
被
害
。 

先
物
取
引
は
リ
ス
ク
が
伴
う
も
の
で
す
が
、
強
引
な
勧
誘
や
「
客
殺

し
」
と
呼
ば
れ
る
意
図
的
に
損
を
さ
せ
る
や
り
方
な
ど
が
目
立
ち
、
被

害
が
急
増
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
の
昨
年
の
相
談
件
数
は
八
千
三
百

二
件
に
及
び
、
女
性
や
高
齢
者
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

米
議
会
は
一
九
九
三
年
、
五
キ
ロ
ト
ン
（
広
島
型
原
爆
は
十
五
キ
ロ

ト
ン
）
以
下
の
研
究
・
開
発
を
禁
じ
る
条
項
を
盛
り
込
ん
だ
国
防
予
算

案
を
採
択
し
、
開
発
を
凍
結
し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
昨
年
十
一
月
二
十
四
日
、
小
型
核
兵

器
開
発
予
算
千
五
百
万
ド
ル
を
含
む
史
上
最
高
の
総
額
四
千
十
三
億
ド

ル
（
約
四
十
四
兆
円
）
の
二
〇
〇
四
会
計
年
度
国
防
予
算
案
に
署
名
、

十
年
ぶ
り
に
凍
結
を
解
除
し
開
発
に
乗
り
出
し
ま
す
。 

時のことば  時のことば  時のことば  時のことば  （連合通信連合通信） （連合通信） 

経団連の献金再開 武器禁輸の見直し 海外生産比率 穀物自給率 商品先物取引被害 小型核兵器開発 

やはり、人権と自己決定 

高齢者の医学と尊厳死 
理事　小川　滋彦（金沢市・内科） 報　告 

【第5回】 

社会保障 
セミナー 

第
五
回
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
月
八
日
（
木
）
午
後

七
時
半
か
ら
金
沢
都
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、「
終
末
期
医
療
と

人
権
」
を
テ
ー
マ
に
、
お
な
じ
み
金
沢
大
学
法
学
部
の
井
上

英
夫
教
授
を
助
言
者
に
招
き
、
小
川
滋
彦
理
事
の
報
告
で
行

わ
れ
た
。
参
加
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
小
川
理
事
か
ら
指
定
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
『
高
齢
者
の
医
学
と
尊
厳
死
』（
大
田
満
夫

著
）
を
熟
読
し
て
お
り
、
小
川
理
事
の
詳
細
な
レ
ポ
ー
ト
報

告
と
共
に
、
井
上
英
夫
教
授
の
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
幅
広

く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

が
至
上
命
令
で
あ
っ
た
。
何
が

何
で
も
救
命
す
る
医
療
技
術
が

求
め
ら
れ
た
。
批
判
は
あ
る
に

せ
よ
、
そ
の
こ
と
が
「
医
師
へ

の
信
頼
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

近
年
、
死
に
逝
く
患
者
へ
の
延

命
治
療
自
体
が
苦
痛
を
も
た
ら

す
の
で
は
な
い
か
と
の
反
省
の

も
と
に
、「
終
末
期
医
療
」
あ

る
い
は
「
尊
厳
死
」
の
考
え
方

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

「
自
己
決
定
」
が
な
さ
れ
れ
ば
、

あ
る
い
は
家
族
の
承
諾
が
得
ら

れ
れ
ば
医
療
の
中
止
も
容
認
さ

れ
る
。
治
癒
す
る
可
能
性
の
き

わ
め
て
少
な
い
、
医
療
行
為
に

伴
う
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
に
対

し
て
、
無
理
を
し
て
医
療
を
行

わ
な
く
て
も
良
け
れ
ば
、
医
者

に
と
っ
て
こ
ん
な
「
あ
り
が
た

い
」
こ
と
は
な
い
…
と
い
う
こ

と
が
、
医
療
を
受
け
る
当
事
者

に
見
え
て
し
ま
え
ば
、「
手
を

抜
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
医
療
不
信
の
火
種

に
な
り
得
る
と
い
う
新
た
な
問

題
が
生
じ
た
と
い
う
見
方
す
ら

で
き
る
。

死
ぬ
時
だ
け
で 

な
い「
尊
厳
」 

結
論
を
述
べ
る
。
井
上
英
夫

教
授
の
ご
指
導
を
受
け
、
筆
者

が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
学

ん
だ
こ
と
は
、（
一
）
治
療
に

反
応
し
に
く
い
末
期
患
者
に
対

「終末期医療と人権」について報告する小川滋彦理事

す
る
医
療
の
現
場
は
大
変
混
乱

し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
の

現
実
的
対
応
と
し
て
「
終
末
期

医
療
」
と
い
う
考
え
方
が
出
て

き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ

の
「
終
末
期
医
療
」
と
い
う
考

え
方
自
体
が
、
人
権
に
抵
触
す

る
危
険
性
を
常
に
内
包
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
な
ら

「
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
」

尊
厳
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
に
、「
終
末
期
医
療
」

あ
る
い
は
「
尊
厳
死
（
死
ぬ
時

だ
け
し
か
尊
厳
は
守
ら
れ
な

い
？
）」
と
い
う
限
定
的
な
言

い
方
を
す
る
こ
と
自
体
が
、
人

間
と
り
わ
け
高
齢
者
の
尊
厳
に

反
す
る
と
い
う
こ
と
。
（
二
）

追
い
詰
め
ら
れ
た
状
態
で
選
択

し
た
「
自
己
決
定
」
は
本
当
の

自
己
決
定
と
い
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
本
人
が
意
思

表
示
で
き
な
い
状
態
の
時
、
医

療
の
中
止
を
家
族
の
意
思
表
示

で
補
う
場
合
、
家
族
な
ら
誰
で

も
良
い
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た

そ
れ
を
判
断
す
る
医
師
側
の
要

件
も
共
に
厳
し
く
課
せ
ら
れ
て

お
り
（
東
海
大
学
尊
厳
死
安
楽

死
判
決
）、
患
者
は
そ
う
い
っ

た
「
法
の
縛
り
」
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
厳
し

い
認
識
を
持
っ
て
診
療
に
当
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

人
権
は
倫
理
に 

優
先
す
る 

今
ま
で
の
一
連
の
セ
ミ
ナ
ー

で
繰
り
返
し
学
ん
だ
こ
と
は
、

「
人
権
は
倫
理
に
優
先
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
私
ど
も

医
師
が
高
度
障
害
患
者
に
対
し

て
し
ば
し
ば
抱
く
「
無
意
味
な

延
命
治
療
は
か
わ
い
そ
う
」
と

い
う
慈
悲
の
心
は
、
仮
に
『
倫

理
』
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
他
人
の
目
に
は
か
わ
い
そ
う

な
姿
」
に
写
る
患
者
自
身
は
、

『
人
権
』
と
い
う
法
の
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
侵
害
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ

る
。「
人
権
の
擁
護
者
」
と
し

て
の
医
師
で
あ
る
こ
と
を
、
わ

が
身
に
強
く
言
い
聞
か
せ
て
、

明
日
か
ら
の
臨
床
の
現
場
に
立

ち
向
か
い
た
い
。
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「
あ
と
二
週
間
で
三
カ
月
を

ク
リ
ア
で
き
る
…
そ
う
す
れ
ば

Ａ
さ
ん
は
〝
特
定
患
者
〞
の
汚

名
を
返
上
で
き
る
の
だ
」
お
サ

ル
先
生
は
カ
レ
ン
ダ
ー
を
じ
っ

と
見
つ
め
た
。

こ
こ
ま
で
紆
余
曲
折
が
あ
っ

た
。
Ａ
さ
ん
（
七
十
五
歳
・
男

性
）
は
、
慢
性
気
管
支
炎
と
肺

気
腫
の
悪
化
に
よ
る
呼
吸
不
全

で
Ｂ
病
院
に
長
期
入
院
と
な
っ

て
い
た
。
何
も
好
き
こ
の
ん
で

三
カ
月
超
え
の
「
特
定
患
者
」

に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
何
回
も
退
院
を
試
み
る
の

だ
が
、
ほ
ん
の
一
〜
二
日
で
発

熱
と
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
認
め
、
救

急
車
で
病
院
に
舞
い
戻
っ
て
し

ま
う
の
だ
。
Ａ
さ
ん
の
退
院
後

の
フ
ォ
ロ
ー
は
Ｂ
病
院
の
訪
問

看
護
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
が
、
や
は
り
地
域
の

か
か
り
つ
け
医
に
主
治
医
と
し

て
「
き
め
細
や
か
な
」
在
宅
管

理
を
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
お
サ
ル
先
生
に

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
ら
し
い
。

Ａ
さ
ん
の
お
宅
は
お
サ
ル
医

院
の
「
隣
町
」
な
の
で
、
お
サ

ル
先
生
は
決
し
て
「
町
医
者
」

と
は
言
え
な
い
立
場
な
の
だ

が
、
た
ま
た
ま
Ｂ
病
院
の
開
放

型
病
床
に
他
の
患
者
の
用
で
顔

を
出
し
た
時
に
、
担
当
の
Ｃ
先

生
に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ

先
生
は
強
引
に
お
サ
ル
先
生
を

Ａ
さ
ん
の
病
室
に
連
れ
て
行

き
、「
往
診
し
て
く
れ
る
先
生

で
す
」
と
紹
介
す
る
と
、
患
者

も
奥
さ
ん
も
申
し
合
わ
せ
た
よ

う
に
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
頼
み
込
む
の
で
、
お
サ

ル
先
生
は
と
っ
さ
に
断
わ
る
理

由
も
見
つ
け
ら
れ
ず
、
引
き
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
は
医
者
の
本
能
と
い

う
べ
き
か
、
患
者
さ
ん
の
顔
を

見
て
し
ま
う
と
情
が
移
っ
て
し

ま
う
も
の
で
、
Ｃ
先
生
の
や
り

方
は
実
に
上
手
い
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

Ａ
さ
ん
は
努
力
性
呼
吸
の
た

め
に
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消

費
す
る
の
で
、
大
変
や
せ
細
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
呼
吸
障

害
の
常
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

や
せ
細
る
こ
と
が
、
さ
ら
に
呼

吸
筋
の
萎
縮
を
も
た
ら
し
、
痰

の
喀
出
を
困
難
に
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
気
管
切
開
を
し
て
ス

ピ
ー
チ
・
カ
ニ
ュ
ー
ラ
が
挿
入

さ
れ
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に

内
視
鏡
的
胃
瘻
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
が

造
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
う
ま
く
使
え
ば
栄
養
状
態
を

立
て
直
す
こ
と
は
可
能
だ
と
思

っ
た
。
た
だ
、
経
腸
栄
養
剤
が

液
体
の
ま
ま
で
は
、
胃
か
ら
食

道
へ
噴
き
上
が
っ
て
誤
嚥
を
引

き
起
こ
し
か
ね
な
い
か
ら
、
固

形
化
を
試
み
た
い
。
栄
養
剤
を

寒
天
で
固
形
化
す
れ
ば
、
Ａ
さ

ん
の
よ
う
な
呼
吸
不
全
患
者
に

必
要
な
一
日
千
五
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
、
胃
食
道
逆
流
を
あ
ま

り
起
こ
さ
ず
に
投
与
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ

う
な
栄
養
剤
の
「
調
理
」
は
台

所
が
自
由
に
使
え
る
在
宅
で
、

奥
さ
ん
に
直
接
指
導
し
た
方
が

良
い
だ
ろ
う
…
な
ん
て
こ
と
が

お
サ
ル
先
生
の
頭
の
中
を
駆
け

巡
り
、
Ａ
さ
ん
の
在
宅
医
療
に

人
肌
脱
ぎ
た
く
な
っ
た
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
十
日
後
の
十
月

下
旬
の
あ
る
日
を
Ａ
さ
ん
の
退

院
日
に
決
め
て
も
ら
い
、
そ
の

夜
に
お
サ
ル
先
生
は
早
速
往
診

し
た
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

高
度
な
障
害
を
持
つ
患
者
の
在

宅
医
療
は
、
退
院
し
た
最
初
の

日
が
肝
腎
。
ま
ず
第
一
日
目
を

乗
り
切
る
こ
と
が
大
事
な
こ
と

を
お
サ
ル
先
生
は
知
っ
て
い

る
。
在
宅
酸
素
療
法
の
機
械
が

ち
ゃ
ん
と
使
え
て
い
る
か
、
痰

は
う
ま
く
取
れ
る
か
を
見
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ

も
そ
も
退
院
日
の
夜
の
食
事
で

あ
る
胃
瘻
栄
養
は
、
患
者
家
族

に
と
っ
て
最
初
の
試
練
な
の

だ
。
こ
こ
を
い
っ
し
ょ
に
付
き

合
っ
て
あ
げ
る
と
本
当
に
安
心

し
て
も
ら
え
る
し
、
逆
に
こ
こ

の
指
導
が
い
い
加
減
だ
と
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
救
急
車
を

呼
ぶ
患
者
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
日
が
ん
ば
れ
れ
ば
三
日
、

三
日
が
ん
ば
れ
れ
ば
一
週
間
、

一
週
間
が
ん
ば
れ
れ
ば
一
カ

月
、
そ
し
て
一
カ
月
が
ん
ば
れ

れ
ば
三
カ
月
在
宅
で
が
ん
ば
れ

る
の
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
晴
れ

て
「
普
通
の
患
者
」
に
な
れ
る
。

も
し
、
三
カ
月
（
悪
性
疾
患
で

あ
れ
ば
一
カ
月
）
た
た
な
い
う

ち
に
再
入
院
し
た
ら
、
連
続
入

院
と
見
な
さ
れ
、
長
期
入
院
の

「
特
定
患
者
」
と
し
て
〝
差
別
〞

を
受
け
て
し
ま
う
。
何
も
病
院

が
差
別
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
が
高
齢
者
に
対
し
て
「
特
定

患
者
」
と
い
う
〝
差
別
〞
を
作

り
出
し
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ

ん
な
こ
と
を
言
っ
て
も
始
ま
ら

な
い
。
と
に
か
く
、「
病
診
連

携
」
と
言
う
か
ら
に
は
、
患
者

を
紹
介
し
て
く
れ
た
病
院
に
対

し
て
何
ら
か
の
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
す
べ
く
、
取
り
あ
え
ず
三

カ
月
は
再
入
院
さ
せ
ず
に
在
宅

医
療
を
完
遂
す
る
の
が
目
標
だ

と
、
お
サ
ル
先
生
は
思
う
こ
と

に
し
て
い
る
。

今
晩
の
Ａ
さ
ん
の
胃
瘻
栄
養

は
、「
寒
天
固
形
化
」
栄
養
剤
。

お
サ
ル
先
生
は
、
奥
さ
ん
と
一

緒
に
台
所
で
調
理
を
始
め
た
。

そ
う
。
お
サ
ル
先
生
に
と
っ
て

在
宅
指
導
と
は
、
他
人
の
家
の

台
所
に
入
っ
て「
ナ
ベ
を
ふ
る
」

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
本
当

に
五
年
間
、
皆
さ
ん
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
彼
は
こ
こ
ま
で
成

長
し
た
の
だ
っ
た
（
次
号
へ
続

く
）。

◇

こ
の
度
、
私
が
監
修
か
つ
出

演
し
て
い
る
ビ
デ
オ
『
往
診
医

が
お
し
え
る
胃
ろ
う
の
正
し
い

在
宅
管
理
法
』（
メ
デ
ィ
コ
ン

社
）
が
発
売
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
患

者
さ
ん
ご
家
族
に
も
大
変
分
か

り
や
す
く
工
夫
を
こ
ら
し
た
自

信
作
で
す
。
株
式
会
社
メ
デ
ィ

コ
ン
金
沢
営
業
所
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
○

七
六
・
二
三
四
・
二
二
○
二
）

か
ら
お
求
め
い
た
だ
き
（
千

円
・
税
込
み
）、
ぜ
ひ
一
度
ご

覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

イラクをはじめ世界で無法な軍事支配を続け

るアメリカ、それに追随する日本政府は、イラ

クへ自衛隊を派遣する動きをつよめ、憲法9条

にも魔手をのばしています。危機的な現状の中で、

反核平和の運動に役立てようと緊急に出版した

ものです。 

医師・医療従事者と反核・平和運動の関わりや、

今日の反核・平和運動の到達点を分かりやすく

知るために役に立つ冊子です。 

定 価 1,600円 
（送料無料） 

お申し込み・お問い合わせ 

『核のない世界へ─医療人のための平和テキスト』 
（反核医師・医学者のつどい編） 

石川県保険医協会までFAXで 
FAX 076（231）5156　　　　　　　 

新刊案内新刊案内 新刊案内 
医師必読の一冊 

振込用紙（振込手数料無料）を 
同封し、お送りします。 

─ A5判・143頁 ─ 

序　章　平和学習のすすめ……武居　洋 

第1章　被爆者とともに歩む核兵器廃絶運動……児嶋　徹 

第2章　悪魔の兵器─核兵器……大場敏明 

第3章　核時代と医学・医療……莇　昭三 

第4章　核抑止論……渡植貞一郎 

第5章　世界と日本の医師・医学者たちの平和への貢献……莇　昭三 

第6章　問われる日本の進路……平山武久 

第7章　戦争を繰り返してはならない─沖縄の医師からのメッセージ……武居　洋 

終　章　核戦争の危機を克服し、青い地球を未来へ……武居　洋・向山　新 

目次から 

医 師 とコ・メディカ ル の た め の 講 演 会  

シリーズ排尿障害・第2回 シリーズ排尿障害・第2回 シリーズ排尿障害・第2回 
と　き　5月21日（金）午後7時半～ 

ところ　金沢都ホテル5階「兼六の間」 

演　題　高齢者排尿管理の実態と今後の課題 
　　　　～排尿管理マニュアルと愛知モデル～ 

講　師　名古屋大学医学部泌尿器科講師　後藤百万先生 

※コーディネーター；にしかわクリニック院長　西川忠之先生 

お申し込みは保険医協会まで、電話またはFAXでお申し込みください。 

電話 076（222）5373   FAX 076（231）5156
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自閉症の子が病院に診察に来られて、少々迷惑な行動をとられてしまっ

たことを経験された医療関係者の方も多いのではないでしょうか。イスの

上や窓枠をポンポン歩き回ったり、机の上に登ったり、突然大声を出した

り、聴診器や血圧さえも極端に怖がり、熱を計るだけで大暴れをしてしま

うお子さんがいるかもしれません。躾が悪いように見える、これらの行動

は、ただ、闇雲にことばで静止しても効果がありません。

私たちはことばで意志を伝えたり、情報を交換するという文化に浸って

いますから、ことばが万能のように思えてしまいます。つい「話をしたら

分かる」と強要しがちです。肢体不自由のお子さんや、補聴器をかけてい

る人ならば、必要なサポートを想像しやすいでしょう。また、かなり日本

語が上手な外国の方でも、伝わっているかどうかを確認しようとするので

はないでしょうか。

ところが自閉症の子となると、ことばで伝わらないのは本人やご家族の

努力不足のように思われてしまうことがあるとすれば、とても残念なこと

です。

ある日のことです。クリニックの発達外来での仕事中、大声と大泣きが

聞こえてきました。以前、注射をした子が今度もするのかと思って「ちゅう

しゃしません！」といってパニックになっているのです。「今日は注射はし

ないよ」と言っても伝わらないので、文字と絵で『何月何日（今日という

概念は分かりにくい）ちゅうしゃしません』と知らせました。その子は急

に安心して、受診することができました。混乱や恐怖の多くは、何をする

のか・次に何があるのか・いつ終わるのかが分からないことから起こって

います。ですから、それをできる限り視覚的に見せてあげると良いのです。

ことばはイメージしにくく、すぐに消えてしまう不確かなものです。写

真で、受付のカウンター→待合室のイスや本棚→診察室のイス→診察室の

ベット→診察室のイス→待合室のイス→薬受付のカウンター→薬を待つと

ころのイス→支払いを待つところのイス→支払いカウンター→玄関→駐車

場などと順に示してあげると、永遠にここにいるのではないことが分かり、

安心して待つことができることもあります。

診察の手順も使用する器具を予め見せたり、絵や文字や写真で説明して

あげると親切です。病院に入ることさえできなかった青年に、道路で歯磨

きをすることからステップを組み、本人が納得して治療を受けることがで

きた若い歯科衛生士さんの事例報告もあります。感覚過敏を持っている人

も多いのですが、少しずつ無理のないところから道具ややり方を工夫する

と慣れて貰えることもあります。「10数えるまでだよ」とカウントしたり、

時間の経過が目に見えるライトタイマーやキッチンタイマー、電子砂時計

なども有効です。

いつまで我慢すれば良いか分からないこと、例えば工事でガスが止めら

れる、断水になる、停電になるなど、始めからいつ・どれくらい使用でき

ないかの情報がなければ、誰もが簡単に不安に陥ることでしょう。また、

外国の税関で現地のことばでいろいろ注意されては大の大人でも戸惑って

しまうでしょう。その時、絵や地図や身振りなど見える手だて、どうした

ら良いかをこちらが分かるように伝えてくれる人がいたら『何て親切なん

だろう』と感じると思います。

お店や床屋さんなどその子の活動の場で必要な支援をする人をスーパー

サポーターと言うそうです。親御さんが電信柱にまで謝ってしまった。と

いう悲しい笑い話がありますが、自閉症に親切な社会は、すべての人にも

親切な社会であることは間違いありません。

また、親御さんは忙しい医療などの現場で、手順書に使うための写真を

撮らせてもらうのに、とても勇気がいるという声もよく聞きます。どうか、

そういう時はご理解頂いて、可能な限り撮影のご許可とご協力をください

ますようにお願いを申し上げます。

NPO法人日本ポーテージ協会 
石川湖南支部　認定指導員　出村　正栄 

12回シリーズ・その⑧ 12回シリーズ・その⑧ 

●小さな視覚化は大きな支援 

今
年
の
年
末
年
始
は
う
ま

く
休
日
が
重
な
り
、
日
ご
ろ

の
激
務
か
ら
開
放
さ
れ
る
べ

く
、
思
い
切
っ
て
八
連
休
を

取
る
こ
と
に
し
た
。
僕
の
英

断
に
職
員
た
ち
も
大
喜
び
し

て
く
れ
た
。
こ
の
先
、
八
連

休
を
取
る
こ
と
な
ど
ま
ず
不

可
能
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、

僕
自
身
こ
の
連
休
を
最
大
限

に
生
か
そ
う
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
Ｌ
）
の
山
旅

を
実
践
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
言
っ
て
も
、
日
本
人
お

得
意
の
予
め
パ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
て
随
行
員
が
付
い
て
回

る
よ
う
な
、
味
気
な
い
つ
ま

ら
な
い
旅
を
す
る
気
は
な
か

っ
た
。
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト

も
年
末
年
始
バ
カ
高
い
直
行

便
は
避
け
、
韓
国
経
由
の
大

韓
航
空
を
利
用
し
た
。
こ
れ

で
正
規
の
約
三
分
の
一
の
十

四
万
円
程
度
で
往
復
チ
ケ
ッ

ト
が
手
に
入
っ
た
。
す
べ
て

自
分
で
効
率
的
な
プ
ラ
ン
を

立
て
、
短
期
間
で
北
島
の
メ

ジ
ャ
ー
な
山
を
駆
け
巡
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
を
実
践
す
る

た
め
に
快
適
な
食
事
や
宿
な

ど
は
す
べ
て
犠
牲
に
し
て
時

間
を
最
大
限
に
活
用
し
、
集

中
し
て
山
を
巡
る
こ
と
に
し

た
。終

わ
っ
て
み
れ
ば
、
滞
在

中
の
五
泊
は
す
べ
て
野
外
テ

ン
ト
泊
。
レ
ン
タ
カ
ー
で
の

移
動
距
離
は
二
千
百
キ
ロ

と
、
ほ
ぼ
本
州
縦
断
と
同
じ

距
離
。
登
っ
た
山
の
累
積
標

高
差
約
五
千
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。
毎
朝
四
時
ご
ろ
に
起

床

し

て

は
、
山
に

登
っ
て
速

攻

で

下

山
。
次
の

登
山
口
へ

約
四
百
〜

六
百
キ
ロ

移

動

し

て
、
夜
の

九
時
過
ぎ

に
到
着
し

て
テ
ン
ト

で
眠
る
と

い
う
修
行

僧
の
よ
う

な
連
日
の

ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
。

登
っ
た
山
は
、
い

ず
れ
も
Ｎ
Ｚ
Ｌ
の
北

島
を
代
表
す
る
名
峰

で
あ
る
。
タ
ラ
ナ
キ

山
二
千
五
百
十
八
メ

ー
ト
ル
（
Ｎ
Ｚ
Ｌ
富

士
と
呼
ば
れ
る
独
立

峰
）、
ナ
ウ
ル
ホ
エ

山
二
千
二
百
九
十
一

メ
ー
ト
ル
（
世
界
遺

産
ト
ン
ガ
リ
ロ
国
立

公
園
の
中
央
に
位
置
す
る

山
）、
ヒ
ク
ラ
ン
ギ
山
千
七

百
四
十
メ
ー
ト
ル
（
世
界
で

最
も
東
に
位
置
し
、
世
界
一

早
い
日
の
出
が
拝
め
る
山
）、

ピ
ナ
ク
ル
ス
七
百
六
十
九
メ

ー
ト
ル
（
原
生
林
が
残
る
コ

ロ
マ
ン
デ
ル
半
島
の
主
峰
）

の
四
山
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｚ
Ｌ
の
山
は
日
本
と
違

い
、
標
識
が
ほ
と
ん
ど
な
い

た
め
自
分
で
し
っ
か
り
読
図

が
で
き
な
け
れ
ば
山
に
は
登

れ
な
い
。
い
ず
れ
の
山
も
ア

プ
ロ
ー
チ
が
大
変
で
、
ガ
イ

ド
で
は
八
〜
十
時
間
の
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
。
タ
ラ
ナ
キ
で

は
、
真
夏
だ
と
い
う
の
に
新

雪
に
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
。

ナ
ウ
ル
ホ
エ
で
は
、
砂
礫
の

斜
面
に
一
向
に
標
高
が
稼
げ

な
か
っ
た
。
ヒ
ク
ラ
ン
ギ
で

は
、
道
に
迷
い
藪
漕
ぎ
や
岩

登
り
を
強
い
ら
れ
た
。
ピ
ナ

ク
ル
ス
で
は
、
ガ
ス
が
出
て

視
界
が
遮
ら
れ
た
。
な
ど
な

ど
、
い
ず
れ
の
山
も
一
筋
縄

で
は
い
か
な
い
辛
い
山
行
の

連
続
で
あ
っ
た
。

Ｎ
Ｚ
Ｌ
滞
在
中
は
、
山
登

り
と
移
動
に
明
け
暮
れ
た
た

め
、
あ
る
時
は
山
中
で
、
あ

る
時
は
川
の
畔
で
テ
ン
ト
を

張
っ
て
、
ま
さ
に
自
然
の
中

に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
こ
と
が

で
き
た
。
食
事
は
日
本
で
食

べ
慣
れ
た
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
と
い
っ
た
車

内
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

食
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ

た
。
Ｎ
Ｚ
Ｌ
の
人
々
は
と
て

も
親
切
で
優
し
く
、
山
で
す

れ
違
っ
て
も
皆
、
気
軽
に
声

を
掛
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、

山
行
の
合
間
に
は
ニ
ュ
ー
プ

リ
マ
ス
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の

代
表
的
な
観
光
地
巡
り
を
し

た
り
、
温
泉
に
浸
か
る
こ
と

も
で
き
た
。
帰
路
も
、
韓
国

で
乗
り
継
ぎ
の
合
間
に
韓
国

式
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
な

ど
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
い
旅

で
あ
っ
た
。

さ
す
が
に
ハ
ー
ド
な
旅
で

あ
っ
た
た
め
、
自
宅
に
戻
っ

て
体
重
を
量
っ
た
ら
、
出
発

時
よ
り
五
キ
ロ
も
減
っ
て
い

た
が
、
想
い
出
は
そ
の
何
倍

も
増
え
た
は
ず
で
あ
る
。
こ

れ
か
ら
も
自
由
で
気
ま
ま
な

海
外
の
旅
を
し
た
い
が
、
果

た
し
て
か
み
さ
ん
が
許
し
て

く
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
が

一
番
問
題
か
も
知
れ
な
い
。

山三昧 山三昧 
早川ドクターの 
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保
険
医
協
会
の
社
会
保
障
に

関
す
る
英
知
の
結
集
と
も
言
う

べ
き
『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
編
集

が
終
盤
を
迎
え
、
今
春
に
も
改

訂
第
六
版
と
し
て
発
刊
さ
れ
ま

す
。
こ
の
新
刊
に
は
、
子
ど
も

の
福
祉
に
関
す
る
項
目
が
大
幅

に
増
や
さ
れ
る
予
定
で
す
。

子
ど
も
の
福
祉
に
は
「
子
ど

も
の
最
善
の
利
益
」
が
確
保
さ

れ
る
こ
と
は
当
然
で
、
子
ど
も

の
権
利
保
障
に
か
か
わ
る
者
に

と
っ
て
は
、「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」
を
熟
知
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

実
で
す
。

以
下
、
新
版
『
福
祉
マ
ッ
プ
』

の
コ
ラ
ム
と
し
て
「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
に
つ
い
て
簡
単
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
の
で
転
載

し
ま
す
。

一
九
七
八
年
、「
子
ど
も
の

権
利
条
約
」
の
草
案
が
ポ
ー
ラ

ン
ド
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
、
一

九
七
九
年
を
「
国
際
児
童
年
」

と
し
、
「
児
童
の
権
利
宣
言
」

二
十
周
年
、
世
界
中
の
人
が
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
に
な
り
、
国
連
人
権
委
員

会
の
中
に
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
の
作
業
部
会
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
以
降
、
世
界
の
英
知

と
十
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
一

九
八
九
年
十
一
月
、「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
は
国
連
総
会
に

お
い
て
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
、
一
九
九
〇
年
に
国
際
条
約

と
し
て
発
効
さ
れ
、
現
在
、
百

九
十
四
カ
国
中
、
百
九
十
二
カ

国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
一
九
九
四
年
、
百

五
十
八
番
目
に
批
准
し
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
権
利
条
約
と
は
、

十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
が
、
そ

の
秘
め
て
い
る
能
力
を
最
大
限

に
発
達
さ
せ
、
自
由
で
民
主
的

な
大
人
へ
と
成
長
す
る
権
利
を

「
子
ど
も
の
権
利
」
と
し
て
保
障

し
、
そ
れ
を
実
践
す
る
た
め
に
、

国
連
や
国
や
学
校
や
大
人
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、

く
わ
し
く
規
定
し
て
い
る
国
際

基
準
（
法
律
）
で
す
。
条
文
は

前
文
と
五
十
四
条
か
ら
構
成
さ

れ
、
大
き
く
分
け
て
、
次
の
四

つ
の
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

子
ど
も
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
い

い
こ
と
（
最
善
の
利
益
）
を
実

現
し
よ
う
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。

一
、
生
き
る
権
利

・
防
げ
る
病
気
な
ど
で
命
を
う

ば
わ
れ
な
い
こ
と
。

・
病
気
や
け
が
を
し
た
ら
治
療

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
な
ど
。

二
、
育
つ
権
利

・
教
育
を
受
け
、
休
ん
だ
り
遊

ん
だ
り
で
き
る
こ
と
。

・
考
え
や
信
じ
る
こ
と
の
自
由

が
守
ら
れ
、
自
分
ら
し
く
育

つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
。

三
、
守
ら
れ
る
権
利

・
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
虐
待
（
ぎ

ゃ
く
た
い
）
や
搾
取
（
さ
く

し
ゅ
）
な
ど
か
ら
守
ら
れ
る

こ
と
。

・
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
少
数

民
族
の
子
ど
も
な
ど
は
と
く

に
守
ら
れ
る
こ
と
な
ど
。

四
、
参
加
す
る
権
利

・
自
由
に
意
見
を
あ
ら
わ
し
た

り
、
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
を

つ
く
っ
た
り
、
自
由
な
活
動

を
お
こ
な
っ
た
り
で
き
る
こ

と
な
ど
。

◇

※
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
の

政
府
訳
・
子
ど
も
向
け
の
訳

は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
読
め
ま
す
。

◇

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、

国
内
法
よ
り
も
優
位
に
位
置

し
、
条
約
の
実
現
の
た
め
に
す

べ
て
の
適
当
な
立
法
措
置
、
行

政
措
置
、
そ
の
他
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、

そ
の
実
施
状
況
の
監
視
の
た
め

に
、締
約
国
は
批
准
後
二
年
目
、

以
降
、
五
年
ご
と
に
国
内
に
お

け
る
進
ち
ょ
く
状
況
を
報
告
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
報
告
に

つ
い
て
、
国
連
「
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
」
の
審
査
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た

め
の
重
要
な
法
律
で
あ
り
な
が

ら
、
日
本
は
発
効
後
四
年
も
の

間
、
批
准
せ
ず
、
百
五
十
八
番

目
と
い
う
遅
れ
を
と
り
、
こ
の

条
約
に
対
す
る
日
本
政
府
の
姿

勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
批
准
後

に
日
本
政
府
が
一
回
目
の
審
査

に
出
し
た
報
告
書
は
、「
日
本
の

子
ど
も
た
ち
に
は
権
利
の
問
題

は
な
い
」
と
い
う
内
容
で
、
国

内
で
子
ど
も
の
人
権
保
障
に
か

か
わ
る
人
々
は
、
日
本
政
府
の

認
識
の
甘
さ
を
指
摘
し
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
に
つ
い
て
、
国
連

「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」
は
、

「
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
管
理

と
競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
暴
力
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
を
受
け
、

家
庭
で
も
、
学
校
で
も
、
施
設

で
も
、
声
も
上
げ
ら
れ
ず
、
ス

ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
、
か
つ
そ

の
結
果
と
し
て
余
暇
・
身
体
的

活
動
及
び
休
息
を
欠
く
に
至
っ

て
い
る
た
め
、
発
達
障
害

（developm
ental

）
に
陥
っ
て
い

る
」
旨
の
、
二
十
二
項
目
に
わ

た
る
大
変
厳
し
い
勧
告
を
日
本

政
府
に
対
し
て
出
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
は
二
〇
〇
一
年
十

一
月
、
条
約
が
求
め
る
進
捗
状

況
の
第
二
回
目
の
報
告
書
を
作

成
し
、国
連
に
提
出
し
ま
し
た
。

国
連「
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」

は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
末
、
日

本
政
府
に
対
し
て
最
終
所
見

（
＝
「
懸
念
と
提
案
と
勧
告
」）

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。子

ど
も
の
権
利
条
約
の
本
来

の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に

は
、
日
本
政
府
は
、
そ
の
報
告

に
お
い
て
日
本
の
子
ど
も
の
状

況
を
正
確
に
伝
え
な
け
れ
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第
一
回
報
告
で
は
問
題
意
識
を

疑
う
よ
う
な
陳
腐
な
報
告
を

し
、
国
連
か
ら
厳
し
い
批
判
を

受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

二
回
政
府
報
告
書
に
も
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る

深
刻
な
現
状
が
ま
っ
た
く
書
か

れ
お
ら
ず
、
国
連
委
員
会
か
ら

の
第
一
回
目
の
勧
告
を
完
全
に

無
視
し
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
の
歪
め
ら
れ
た
一

方
的
で
誤
っ
た
情
報
を
綴
っ
た

報
告
書
で
は
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
深
刻
な

状
況
が
、
国
連
「
子
ど
も
の
権

利
委
員
会
」
に
届
く
は
ず
が
な

く
、
適
切
な
審
査
が
不
可
能
に

な
る
た
め
、「
提
案
勧
告
」
も

的
は
ず
れ
の
意
味
の
な
い
も
の

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

国
連
「
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
」
は
、
こ
の
よ
う
な
間
違
い

を
防
ぐ
た
め
に
、
各
国
政
府
だ

け
の
報
告
だ
け
に
頼
ら
ず
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
組
織
か
ら
の
報
告
書
を
歓

迎
し
、
政
府
報
告
書
に
合
わ
せ

て
、
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。そ
こ
で
日
本
で
は
、

第
一
回
報
告
書
の
提
出
の
際
に

「
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ

く
る
会
」
と
し
て
、
多
く
の
子

ど
も
の
人
権
保
障
に
か
か
わ
る

市
民
や
研
究
者
で
、
独
自
の
報

告
書
を
作
成
し
、
国
連
に
提
出

し
た
の
で
す
。
日
本
政
府
の
報

告
書
が
、
内
容
の
な
い
も
の
で

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

連
勧
告
が
、
よ
り
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
を
正

確
に
分
析
し
、
日
本
政
府
を
厳

し
く
批
判
で
き
た
の
は
、
そ
の

た
め
で
す
。

そ
し
て
、「
第
二
回
市
民
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
報
告
書
を
つ
く
る
会
」

と
日
本
弁
護
士
連
合
会
の
「
報

告
書
」
が
国
連
に
提
出
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年
十
月
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

話
し
合
う
予
備
審
査
が
開
か
れ

ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
月
末

に
予
定
さ
れ
る
、
国
連
「
子
ど

も
の
権
利
委
員
会
」
に
よ
る
、

日
本
政
府
に
対
し
て
最
終
所
見

（
＝
「
懸
念
と
提
案
と
勧
告
」）

が
待
た
れ
ま
す
。

家
庭
に
お
け
る
児
童
虐
待
、

学
校
教
師
に
よ
る
体
罰
や
生
徒

へ
の
わ
い
せ
つ
行
為
、
通
学
時

に
お
け
る
連
れ
去
り
な
ど
の
事

件
、
あ
る
い
は
、
障
害
を
持
っ

た
子
ど
も
に
つ
い
て
の
「
夏
休

み
に
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
が

な
い
」「
希
望
す
る
学
童
保
育
に
、

受
け
入
れ
体
制
が
な
い
か
ら
と

入
所
を
断
ら
れ
た
」
な
ど
の
差

別
と
も
言
え
る
対
応
、
な
ど
な

ど
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
活

き
て
い
れ
ば
起
き
る
は
ず
の
な

い
事
件
や
施
設
・
行
政
の
未
熟

な
対
応
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

ま
た
、
国
を
は
じ
め
地
方
自

治
体
は
、
子
ど
も
の
人
権
保
障

を
牽
引
す
る
立
場
に
あ
り
な
が

ら
、
そ
こ
か
ら
出
さ
れ
て
い
る

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
に
は
、「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
の
理
念
、

す
な
わ
ち
「
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
」
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
は
ま
だ
ま
だ

少
な
く
、
条
約
（
訳
）
を
掲
載

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
（
県
内
で
は
津
幡

町
の
み
）。
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
・
育
て
ら
れ
る
た
め
に

は
、
ま
ず
、
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
が
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
当
然
で
、
そ
の
た

め
の
施
策
が
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

で
あ
り
な
が
ら
、
ま
る
で
「
生

め
よ
増
や
せ
よ
」
が
先
行
す
る

が
ご
と
く
の
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
国
を
は
じ
め
、
全
都
道
府

県
、
全
市
町
村
の
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
に「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」

の
条
文
（
訳
）
を
掲
載
す
る
と

と
も
に
、
す
べ
て
の
施
策
で
、

こ
の
理
念
が
活
か
さ
れ
て
い
る

か
を
再
点
検
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
保
障
は
、
子

ど
も
と
か
か
わ
る
す
べ
て
の
施

設
、
す
べ
て
の
大
人
の
責
務
で

す
。
徹
底
し
て
遵
守
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
ま
ず
、
国
や
地
方
行
政

が
、
模
範
を
示
し
て
、
普
及
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。

（
二
〇
〇
三
年
一
月
記
）

●
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
現
場
へ

●
子
ど
も
の
権
利
委
員

会
と
日
本
の
N
G
O

●
第
二
回
目
の
政
府
報

告
と
国
連
の
審
査

●
日
本
政
府
へ
の
国
連

の
第
一
回
勧
告

●
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
内
容

●
子
ど
も
の
権
利
条
約

発
効
の
経
緯

シ
リ
ー
ズ 

▼
$3
▲ 

事
務
局
　
杉
野
　
洋
一
郎 
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
つ
い
て

│
│
編
集
中
『
福
祉
マ
ッ
プ
』コ
ラ
ム
か
ら
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一
月
二
十
一
日
は
、
京
都
の

東
寺
弘
法
市
が
開
か
れ
る
と
い

う
こ
と
で
姉
と
女
房
の
お
供
を

し
て
、
北
陸
線
車
中
の
人
と
な

っ
た
。大
寒
と
は
名
ば
か
り
で
、

穏
や
か
な
日
差
し
が
時
折
雲
間

か
ら
漏
れ
て
い
る
。
ほ
ん
に
今

日
は
、
居
並
ぶ
露
天
を
か
ら
か

う
に
は
絶
好
の
お
日
柄
で
は
な

い
か
。

さ
て
、
こ
の
弘
法
市
の
歴
史

は
古
い
。
当
初
は
東
寺
の
祖
師

空
海
（
弘
法
大
師
）
が
三
月
二

十
一
日
に
入
寂
さ
れ
た
こ
と
を

期
し
て
、
年
に
一
回
の
縁
日
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
も
の
だ

が
、
一
二
三
九
年
以
来
（
八
百

年
も
前
で
す
よ
）、
毎
月
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
あ

る
。
初
め
は
簡
素
な
屋
台
で

人
々
に
お
茶
を
ふ
る
ま
う
商
い

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
や
が
て

植
木
屋
、薬
屋
な
ど
も
加
わ
り
、

一
層
の
賑
わ
い
を
呈
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
現

在
で
は
、
東
寺
周
辺
の
裏
路
地

に
到
る
ま
で
千
二
百
以
上
の
露

天
商
が
ぎ
っ
し
り
と
立
ち
並

び
、
一
大
バ
ザ
ー
ル
の
様
相
を

呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
…
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
紹
介
に
あ

る
。
こ
れ
を
読
ん
だ
だ
け
で
僕

は
早
く
も
興
味
津
々
、
何
や
ら

面
白
そ
う
だ
ぞ
ぅ
…
と
、
わ
く

わ
く
気
分
が
盛
り
上
が
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
近
鉄
東
寺
駅
に
降

り
た
っ
た
三
人
を
「
今
日
は
市

が
立
っ
て
い
る
ぞ
ー
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
雰
囲
気
が
包
み
込

ん
だ
。
牛
に
引
か
れ
て
善
光
寺

参
り
で
は
な
い
が
、
人
の
流
れ

が
勝
手
に
僕
た
ち
を
東
寺
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
道
中
が
面
白

い
。
歩
を
進
め
て
い
く
と
、

「
い
つ
も
は
お
と
な
し
い
お
店

ど
す
け
ど
、
今
日
だ
け
は
道
に

ワ
ゴ
ン
を
出
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
え
」
と
か
、「
ス
ン
マ
ヘ
ン
。

今
日
一
日
に
限
っ
て
、
思
い
切

し
呼
び
込
み
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
わ
」、
と
い
っ
た
お
店
が
ぽ

つ
ぽ
つ
と
現
れ
て
く
る
。
寄
席

で
言
え
ば
前
座
に
あ
た
る
こ
の

よ
う
な
お
店
の
出
現
が
、
や
が

て
現
れ
る
真
打
名
人
の
面
白
さ

を
予
感
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
か
、

歩
き
な
が
ら
僕
の
心
は
い
よ
い

よ
と
き
め
い
て
く
る
の
で
あ

る
。民

家
の
小
屋
根
に
五
重
の
塔

が
見
え
隠
れ
す
る
こ
ろ
に
は
、

人
ご
み
も
期
待
も
最
高
潮
に
達

し
て
い
た
。
寺
の
東
土
塀
に
沿

っ
て
植
木
市
が
あ
る
。
膨
大
な

数
の
し
だ
れ
梅
、
蝋
梅
、
千
両
、

万
両
、
福
寿
草
、
北
山
杉
が
幾

重
に
も
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
楽
し
み
な
が
ら
脇
の
東
門

か
ら
境
内
に
入
る
と
、
そ
こ
に

は
異
空
間
が
広
が
っ
て
い
た
。

広
大
な
境
内
だ
が
、
地
面
が

見
え
な
い
ほ
ど
の
店
と
人
に
埋

め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
強
烈
な

色
彩
と
さ
ま
ざ
ま
な
食
べ
物
か

ら
発
す
る
に
お
い
と
人
々
の
喧

騒
が
、
僕
の
眠
っ
て
い
た
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
を
刺
激
し
脈
拍
は
急

上
昇
し
た
。
露
天
の
種
類
と
数

は
想
像
を
絶
す
る
。
骨
董
、
陶

磁
器
、
古
着
、
宝
飾
、
西
陣
織

の
は
ぎ
れ
屋
と
い
っ
た
趣
味
の

店
か
ら
包
丁
、
た
わ
し
、
ゴ
ム

ひ
も
、
糸
･
針
と
い
っ
た
日
常

雑
貨
に
到
る
ま
で
、
生
活
に
密

着
し
た
品
物
も
多
く
置
か
れ
て

い
る
。

一
方
、
食
材
は
と
見
れ
ば
、

魚
の
干
物
や
豆
類
と
い
っ
た
保

存
食
は
デ
パ
ー
ト
並
み
に
揃
え

て
あ
る
し
、
饅
頭
や
カ
ル
メ
焼

き
、
あ
ぶ
り
餅
、
お
好
み
焼
き

と
い
っ
た
お
楽
し
み
も
随
所
に

あ
る
。
季
節
物
で
は
冬
の
甘
酒

（
生
姜
あ
じ
）
が
格
別
で
、
夏

に
は
カ
キ
氷
も
あ
る
と
聞
く
。

姉
と
妻
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の

油
揚
げ
に
砂
糖
を
ま
ぶ
し
た

「
お
や
つ
」
に
痛
く
ご
満
悦
。

「
油
も
新
鮮
で
お
芋
が
な
ん
と

も
ほ
こ
ほ
こ
と
柔
ら
か
く
お
い

し
い
わ
ね
ぇ
！
」
と
感
嘆
し
き

り
で
あ
る
。
い
や
は
や
、
何
と

も
お
い
し
く
て
楽
し
い
市
で
は

な
い
か
。

さ
て
、
東
寺
の
表
玄
関
が
南

大
門
と
す
れ
ば
裏
口
は
北
大
門

で
あ
る
。
北
門
付
近
は
骨
董
通

り
と
呼
ば
れ
、
そ
の
手
の
店
が

軒
を
連
ね
て
い
る
。
堀
り
出
し

物
も
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
最

近
と
み
に
焼
き
物
に
興
味
が
出

て
き
た
僕
は
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か

り
根
性
を
入
れ
て
あ
れ
こ
れ
と

値
踏
み
に
精
を
出
し
て
い
た
。

と
、
向
こ
う
か
ら
妻
が
呼
ぶ
。

「
ね
ぇ
ー
、
こ
れ
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
」
と
、
染
付
け
伊
万
里
の

中
皿
を
差
し
出
す
。
繊
細
な
筆

使
い
と
斬
新
な
絵
柄
が
な
か
な

か
魅
力
的
な
一
品
で
あ
る
。
か

く
て
丁
々
発
止
の
値
段
交
渉
が

は
じ
ま
り
、
め
で
た
く
皿
は
わ

が
手
に
落
ち
た
。
一
生
懸
命
値

切
っ
て
買
っ
た
品
物
は
、
努
力

し
た
分
だ
け
愛
着
が
湧
く
。
楽

し
い
想
い
出
に
ま
つ
わ
る
品
も

そ
れ
故
に
い
つ
ま
で
も
大
切
に

す
る
。
今
日
の
お
皿
は
そ
の
二

つ
が
揃
っ
て
い
る
か
ら
、
き
っ

と
僕
の
宝
物
に
な
る
だ
ろ
う
。

帰
り
の
電
車
に
揺
ら
れ
な
が

ら
、
僕
は
も
う
一
度
弘
法
市
を

振
り
返
っ
て
み
た
。
境
内
に
溢

れ
る
人
と
露
天
、
そ
の
中
に
島

の
よ
う
に
浮
か
ん
で
い
た
金

堂
、
講
堂
、
五
重
の
塔
。
そ
こ

に
は
世
俗
と
仏
が
袖
摺
り
合
う

距
離
に
共
存
し
て
い
た
。
ま
る

で
わ
が
家
の
仏
壇
を
拝
む
よ
う

に
、
ご
本
尊
の
薬
師
如
来
を
拝

ん
で
い
た
人
々
。
仏
と
は
本
来

差
し
伸
べ
ら
れ
た
手
に
私
た
ち

が
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
身
近

な
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
国

宝
だ
、
文
化
財
だ
と
、
こ
の
距

離
は
ど
ん
ど
ん
遠
く
な
っ
て
い

っ
た
。
柵
や
ガ
ラ
ス
で
区
切
ら

れ
ガ
ー
ド
マ
ン
が
立
っ
て
い
る

み
仏
に
、
誰
が
お
す
が
り
で
き

よ
う
か
。
そ
し
て
、
い
つ
の
間

に
か
人
の
心
も
遠
ざ
か
っ
て
い

っ
た
。

弘
法
市
で
は
、
す
べ
て
が
分

け
隔
て
な
く
生
活
臭
の
中
に
存

在
し
て
い
た
。
こ
の
市
が
、
千

年
以
上
に
わ
た
っ
て
生
き
続
け

た
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

敦
賀
に
差
し
か
か
る
と
、
外

は
本
格
的
な
雪
に
変
わ
っ
て
い

た
。
ま
だ
冬
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。
そ
う
だ
、
春
に
は
も
う

一
度
東
寺
を
訪
れ
て
み
よ
う
。

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
２４ 

今
年
の
「
成
人
の
日
」
は
一
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。
私
は

誕
生
日
が
昭
和
十
四
年
一
月
十
二
日
な
の
で
、
こ
の
日
満
六

十
五
歳
、
統
計
上
の
高
齢
者
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
成
人

の
日
」
は
私
に
と
っ
て
は
「
老
人
の
日
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ

を
機
に
心
に
う
つ
り
ゆ
く
今
日
的
な
よ
し
な
し
事
を
そ
こ
は

か
と
な
く
思
い
な
お
し
て
み
た
。

私
が
学
齢
期
を
迎
え
た
と
き
、
日
本
は
ま
だ
戦
争
を
し
て

い
た
。
児
童
生
徒
は
小
国
民
と
呼
ば
れ
将
来
の
兵
員
育
成
を

目
途
と
し
た
国
民
学
校
に
入
学
し
た
。
登
下
校
は
上
級
生
の

号
令
の
も
と
隊
列
を
組
ん
で
の
行
進
で
あ
っ
た
。
列
を
乱
し

た
り
私
語
が
あ
る
と
制
裁
と
称
し
て
頬
を
叩
か
れ
た
。

反
面
、
下
級
生
は
年
長
児
童
か
ら
大
切
に
さ
れ
、
家
ま
で

迎
え
に
き
て
く
れ
た
り
、
疲
れ
る
と
手
を
引
い
て
く
れ
も
し

た
。
上
・
下
級
生
の
間
に
は
信
頼
関
係
が
あ
り
、
怖
か
っ
た

と
い
う
思
い
は
な
い
。
新
入
生
に
と
っ
て
上
級
生
は
教
師
の

代
役
み
た
い
だ
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

一
方
、
昨
今
の
子
ど
も
た
ち
の
理
不
尽
な
い
じ
め
や
集
団

暴
力
、
親
子
間
の
虐
待
な
ど
は
理
解
し
が
た
い
現
象
で
あ
る
。

人
権
、
人
権
と
言
い
な
が
ら
、
自
己
の
主
張
や
感
情
ま
か

せ
に
安
易
に
他
人
を
殺
傷
す
る
。
自
ら
は
反
社
会
的
行
為
を

抑
止
で
き
な
い
の
で
少
年
法
の
改
定
も
や
む
な
し
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
戦
後
の
民
主
教
育
の
結
果
と
い
う
人
も
い
る

が
、
総
論
的
で
言
い
逃
れ
の
よ
う
な
気
も
す
る
。

こ
の
際
、
視
点
を
変
え
て
動
物
に
芸
を
仕
込
む
場
面
を
起

想
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
腹
ペ
コ
に
に
し
て
お
い
て

餌
を
与
え
な
が
ら
調
教
す
る
手
法
で
あ
る
。
人
と
動
物
を
同

一
視
す
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が
、
人
と
て
も
所
詮
、
暖
衣
飽

食
の
状
況
下
で
は
他
人
へ
の
思
い
や
り
や
生
命
に
対
す
る
敬

虔
な
発
想
は
育
た
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
衣

食
が
過
剰
の
時
は
ど
う
な
る
の
か
の
教
え
が
な
か
っ
た
の

が
、
世
相
を
狂
わ
せ
た
原
因
か
も
知
れ
な
い
。

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
を

心
に
刻
む
と
と
も
に
、
衣
食
は
不
足
こ
そ
す
れ
、
決
し
て
過

剰
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
昔
の
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
で
は
と

思
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

さ
て
二
十
一
世
紀
に
な
り
、
わ
が
国
の
平
和
憲
法
が
拡
大

解
釈
さ
れ
、
国
際
協
力
の
名
の
も
と
に
自
衛
隊
が
外
国
に
派

遣
さ
れ
た
。
戦
争
に
行
く
の
で
は
な
い
と
は
い
う
も
の
の
、

武
力
が
外
国
に
出
た
わ
け
で
、
出
兵
は
出
兵
で
あ
る
。
国
民

世
論
が
定
ま
ら
ぬ
ま
ま
、
急
い
で
出
動
し
た
の
は
米
国
の
要

請
が
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
る
。
米
国
、
特
に
現
ブ
ッ
シ
ュ

政
権
の
世
界
対
応
は
十
八
世
紀
に
自
国
の
歩
ん
だ
国
造
り
の

過
程
と
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
場
や
金
鉱
を
得
る
た
め

に
、
フ
ラ
ン
ス
や
メ
キ
シ
コ
な
ど
他
国
の
領
有
地
を
獲
得
し
、

連
邦
政
府
支
配
下
の
州
政
府
を
次
々
に
設
立
し
て
今
日
の
大

国
を
成
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
近
中
極
東
諸
国
に
対
し

て
、
民
主
化
支
援
の
名
の
も
と
に
金
と
武
力
を
駆
使
し
て
跋

扈
（
ば
っ
こ
）
す
る
二
十
一
世
紀
の
西
部
劇
の
よ
う
だ
。
舞

台
変
わ
っ
て
ア
ジ
ア
・
ア
ラ
ブ
劇
と
呼
ぶ
べ
き
か
。

ブ
ッ
シ
ュ
氏
演
出
の
大
義
な
き
ア
ラ
ブ
劇
に
、
命
を
賭
け

て
賛
助
出
演
す
る
自
衛
隊
は
辛
い
立
場
で
あ
り
、
心
か
ら
同

情
を
禁
じ
え
な
い
。

隊
員
諸
氏
の
中
に
は
、
対
外
武
力
を
否
定
す
る
日
本
国
憲

法
が
尊
重
さ
れ
厳
正
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
昔
の
ほ
う
が
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
に
違
い
な
い
。

喧
嘩
し
て
い
る
人
を
見
た
時
、
知
恵
者
な
ら
ば
そ
の
ど
ち

ら
か
に
加
勢
す
る
の
で
は
な
く
、
上
手
に
止
め
さ
せ
る
こ
と

を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

会員リレーエッセイ ◆◆59◆◆

人
は
な
ぜ「
昔
は
よ
か
っ
た
」

と
思
う
の
だ
ろ
う
か

浅
妻
　
茂
章
（
金
沢
市
・
整
形
外
科
）

囲 碁 

（解答は３面にあります） （解答は３面にあります） 

〈ヒント〉金をうまく捨てる。 
 10分で一級。 

持
駒
　
金
桂 七 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で高段者 
〈ヒント〉古来から有名な詰碁。 
 初手が急所です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

一 

123456

二 

三 

四 

五 
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1 2 3 4 5 6 7 8 9

一 

二 

三 

四 

五 
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七 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－




